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叙
勲

令
和
4
年
春
の
瑞
宝
中
綬
章
を
、
機
械
系
で

長
年
に
渡
り
教
鞭
を
取
ら
れ
た
江
刺
正
喜
先
生

が
ご
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。機
械
系
の
現
役
教
員
、

ま
た
、
江
刺
先
生
の
教
え
の
も
と
研
究
教
育
に

携
わ
っ
た
者
の
1
人
と
し
て
、
心
か
ら
嬉
し
く

思
い
ま
す
。

瑞
宝
中
綬
章
は
、
公
共
的
な
業
務
に
長
年
に

わ
た
り
従
事
し
て
功
労
を
積
み
重
ね
成
績
を
挙

げ
た
人
に
授
与
さ
れ
ま
す
。
江
刺
先
生
は
、

「
M
E
M
S
」（M

icro Electro M
echani-

cal System
s

）
と
い
う
言
葉
す
ら
な
か
っ
た

1
9
7
0
年
代
に
、
今
で
言
う
M
E
M
S
セ
ン

サ
ー
の
研
究
を
始
め
ら
れ
、
こ
の
技
術
を
切
り

拓
い
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
江
刺
先
生
の
研
究
室

か
ら
は
、
学
生
、
研
究
員
、
そ
し
て
教
職
員
と

し
て
教
え
を
受
け
た
多
く
の
研
究
者
・
技
術
者

が
世
界
中
に
輩
出
し
、
ま
た
、
そ
こ
で
研
究
開

発
ま
た
は
指
導
・
支
援
さ
れ
た
技
術
が
身
の
周

り
の
多
く
の
製
品
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

回
の
ご
受
賞
は
、
こ
れ
ら
長
年
の
卓
越
し
た
ご

功
績
を
称
え
た
も
の
で
す
。

さ
て
、
江
刺
先
生
は
、
昭
和
46
年
3
月
に
本

学
工
学
部
電
子
工
学
科
を
卒
業
さ
れ
、
昭
和
51

年
3
月
に
電
子
工
学
専
攻
・
博
士
課
程
を
修
了

さ
れ
ま
し
た
。
同
年
4
月
に
電
子
工
学
科
・
助

手
に
着
任
さ
れ
、
通
信
工
学
科
・
助
教
授
を
経

て
、
平
成
2
年
5
月
に
精
密
工
学
科
・
教
授
に

な
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
平
成
25
年
3
月

ま
で
機
械
系
で
教
鞭
を
取
ら
れ
ま
し
た
。

江
刺
先
生
が
M
E
M
S
の
研
究
を
始
め
ら
れ

た
当
時
、
そ
れ
を
作
っ
た
り
測
っ
た
り
す
る
装

置
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
江
刺
先
生
は
様
々

な
装
置
、
た
と
え
ば
、
フ
ォ
ト
リ
ソ
グ
ラ
フ
ィ

装
置
、
酸
化
拡
散
炉
、
エ
ッ
チ
ン
グ
装
置
、
薄

膜
形
成
装
置
、
半
導
体
テ
ス
タ
ー
な
ど
を
自
作

さ
れ
、
そ
れ
ら
自
作
装
置
を
駆
使
し
て
、
世
界

初
の
セ
ン
サ
ー
や
マ
イ
ク
ロ
ア
ク
チ
ュ
エ
ー

タ
ー
を
創
り
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
貴
重
な

装
置
群
は
、
惜
し
げ
も
な
く
使
い
た
い
多
く
の

方
々
に
開
放
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
こ
の
研
究
分

野
は
大
き
く
広
が
っ
た
の
で
す
。
江
刺
先
生
の

「
装
置
共
用
の
文
化
」
は
今
も
機
械
系
に
活
き

て
お
り
、
そ
の
実
践
の
場
の
1
つ
が
、
江
刺
先

生
ら
が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
マ
イ
ク
ロ
・
ナ
ノ
マ

シ
ニ
ン
グ
研
究
教
育
セ
ン
タ
ー
（
M
N
C
）
で

す
。
M
N
C
は
今
で
も
機
械
系
で
の
研
究
教
育

の
中
核
を
担
う
施
設
の
1
つ
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

本
当
は
江
刺
先
生
に
お
世
話
に
な
っ
た
者
が

一
同
に
会
し
て
ご
受
賞
の
喜
び
を
分
か
ち
合
い

た
か
っ
た
の
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
猖
獗
が
続
い
て
い
ま
し
た
こ
と
か

ら
、医
工
学
研
究
科
兼
工
学
研
究
科
（
機
械
系
）

の
芳
賀
洋
一
教
授
ら
の
呼
び
か
け
で
、
5
月
18

日
、「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
」
の
記
念
品
贈
呈

式
を
行
い
ま
し
た
。
江
刺
先
生
は
奥
様
と
一
緒

に
ご
参
加
さ
れ
、
参
加
者
一
同
は
し
ば
し
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
そ
の
と

き
の
写
真
を
紹
介
し
ま
す
。
江
刺
先
生
が
お
元

気
に
ご
活
躍
の
様
子
が
同
窓
生
の
皆
様
に
伝
わ

り
ま
す
と
幸
い
で
す
。

東
北
大
学
名
誉
教
授
・
江
刺
正
喜
先
生
　

瑞
宝
中
綬
章
を
ご
受
賞

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
専
攻　
教
授　

田
中　
秀
治　江刺正喜先生の瑞宝中綬章ご受賞をお祝いする記念品贈呈式の様子
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機
械
系
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
太
田
照
和
名

誉
教
授
が
令
和
４
年
11
月
３
日
付
け
で
瑞
宝
中

綬
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
申
し

上
げ
ま
す
。

太
田
照
和
先
生
は
、
昭
和
17
年
7
月
29
日
に

宮
城
県
に
生
ま
れ
、
昭
和
40
年
3
月
東
北
大
学

工
学
部
機
械
工
学
科
を
卒
業
、
昭
和
42
年
3
月

東
北
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
機
械
工
学
専
攻

修
士
課
程
を
修
了
、
昭
和
45
年
3
月
同
博
士
課

程
を
修
了
し
た
の
ち
、
昭
和
45
年
4
月
秋
田
大

学
鉱
山
学
部
講
師
に
採
用
さ
れ
、
昭
和
46
年
4

月
に
秋
田
大
学
鉱
山
学
部
助
教
授
、
昭
和
55
年

10
月
に
秋
田
大
学
鉱
山
学
部
教
授
に
昇
任
さ
れ

ま
し
た
。
昭
和
60
年
4
月
に
東
北
大
学
工
学
部

教
授
に
配
置
換
さ
れ
、
流
体
力
学
講
座
の
担
任

に
任
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、改
組
に
よ
り
、

平
成
3
年
4
月
に
工
学
部
機
械
知
能
工
学
科
熱

制
御
工
学
講
座
を
、
大
学
院
重
点
化
に
よ
り
大

学
院
機
械
知
能
工
学
専
攻
熱
及
流
体
物
理
工
学

講
座
熱
制
御
工
学
分
野
を
担
当
し
、
平
成
16
年

に
機
械
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
工
学
専
攻
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
ス
テ
ム
工
学
講
座
熱
制
御
工
学
分
野
を

担
当
し
、
ま
た
、
平
成
10
年
4
月
か
ら
平
成
12

年
3
月
ま
で
東
北
大
学
評
議
員
を
併
任
し
、
平

成
18
年
3
に
定
年
退
職
さ
れ
る
ま
で
熱
制
御
工

学
の
教
育
・
研
究
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。
平
成

18
年
4
月
に
東
北
大
学
名
誉
教
授
に
な
ら
れ
る

と
同
時
に
、
平
成
18
年
4
月
か
ら
東
北
職
業
能

力
開
発
大
学
校
校
長
に
就
任
、
平
成
23
年
3
月

東
北
大
学
名
誉
教
授
・
太
田
照
和
先
生

瑞
宝
中
綬
章
を
ご
受
賞流

体
科
学
研
究
所　
機
械
シ
ス
テ
ム
コ
ー
ス

教
授　

伊
賀　
由
佳　

叙
勲

に
同
校
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

太
田
先
生
は
永
年
に
わ
た
り
、
熱
流
体
工
学

を
基
本
と
し
た
流
体
の
流
れ
及
び
熱
伝
達
の
研

究
に
精
励
さ
れ
ま
し
た
。
は
く
離
・
再
付
着
を

伴
う
流
れ
お
よ
び
熱
伝
達
の
実
験
的
研
究
で

は
、
は
く
離
点
が
固
定
さ
れ
、
片
面
に
唯
一
の

再
循
環
領
域
を
有
し
、
平
板
前
縁
で
の
境
界
層

が
は
く
離
泡
の
ス
ケ
ー
ル
に
比
べ
て
極
端
に
薄

く
、
は
く
離
泡
を
規
定
す
る
基
本
的
な
パ
ラ

メ
ー
タ
が
レ
イ
ノ
ル
ズ
数
の
み
と
考
え
ら
れ
る

鈍
頭
平
板
ま
わ
り
の
流
れ
場
に
対
し
て
数
多
く

の
研
究
を
行
い
ま
し
た
。
実
験
的
研
究
で
は
、

低
レ
イ
ノ
ル
ズ
数
に
お
け
る
鈍
頭
物
体
ま
わ
り

の
流
れ
の
可
視
化
を
行
い
、
は
く
離
・
再
付
着

の
形
態
が
レ
イ
ノ
ル
ズ
数
の
増
加
に
伴
い
、
層

流
は
く
離
・
層
流
再
付
着
、
層
流
は
く
離
・
乱

流
再
付
着
お
よ
び
乱
流
は
く
離
・
乱
流
再
付
着

の
三
つ
の
領
域
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
ま

し
た
。
鈍
頭
物
体
ま
わ
り
の
数
値
解
析
で
は
、

せ
ん
断
層
の
巻
き
上
が
り
に
よ
っ
て
生
じ
た
渦

が
大
規
模
渦
へ
と
成
長
し
、
再
付
着
点
近
傍
に

よ
り
放
出
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
こ
の
大
規
模

渦
構
造
に
よ
り
熱
伝
達
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
を

示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
矩
形
流
路
内
中
央
に
設

置
さ
れ
た
鈍
頭
平
板
ま
わ
り
の
層
流
熱
伝
達
の

三
次
元
数
値
解
析
で
は
、
流
れ
の
二
次
元
性
を

仮
定
し
て
行
っ
た
二
次
元
計
算
結
果
と
の
比
較

を
通
じ
て
、
側
壁
近
傍
に
生
じ
る
馬
て
い
形
渦

が
大
き
く
成
長
し
、
熱
伝
達
機
構
に
大
き
く
寄

与
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。こ
の
他
、

非
定
常
は
く
離
流
れ
に
及
ぼ
す
壁
面
効
果
の
研

究
、
高
速
液
流
中
の
物
体
ま
わ
り
の
キ
ャ
ビ

テ
ー
シ
ョ
ン
流
れ
の
研
究
、
極
低
温
流
体
潤
滑

の
研
究
に
精
励
さ
れ
ま
し
た
。

太
田
先
生
は
、
研
究
・
教
育
活
動
以
外
に
も
、

学
内
外
の
公
的
活
動
を
幅
広
く
行
っ
て
き
ま
し

た
。
学
会
活
動
で
は
、
日
本
機
械
学
会
理
事
、

日
本
伝
熱
学
会
理
事
・
監
事
・
副
会
長
、
自
動

車
技
術
会
理
事
・
東
北
支
部
長
等
を
歴
任
す
る

と
と
も
に
当
該
学
会
等
の
発
展
に
貢
献
し
ま
し

た
。
ま
た
、
東
北
職
業
能
力
開
発
大
学
校
校
長

と
し
て
、
同
校
の
管
理
運
営
業
務
を
通
し
て
教

育
体
制
・
教
育
訓
練
の
充
実
に
注
力
し
、
社
会

の
発
展
に
貢
献
す
る
技
術
者
の
育
成
に
貢
献
し

ま
し
た
。
そ
の
他
、（
財
）
青
葉
工
学
振
興
会

監
事
・
理
事
・
常
任
理
事
を
務
め
、
東
北
大
学

に
お
い
て
は
、
学
友
会
柔
道
部
部
長
、
補
導
協

議
会
協
議
委
員
、
工
学
部
・
工
学
研
究
科
の
学

部
・
大
学
院
制
度
委
員
会
委
員
長
、
工
学
部
史

編
纂
委
員
会
委
員
長
な
ど
を
務
め
ま
し
た
。
ま

た
、
東
北
大
学
太
田
研
究
室
か
ら
は
、
総
勢

1
2
8
名
の
卒
業
生
、
修
了
生
を
輩
出
し
、
現

在
、
国
内
外
の
産
業
界
、
学
術
機
関
、
公
官
庁

に
て
活
躍
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
瑞
宝
中
綬
章
受
賞
は
、
我
が
国
の
学

術
及
び
熱
流
体
工
学
の
発
展
に
尽
く
し
、ま
た
、

こ
れ
か
ら
の
日
本
の
科
学
技
術
を
支
え
る
技
術

者
お
よ
び
研
究
者
の
育
成
に
尽
力
さ
れ
た
太
田

先
生
の
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ま
す
。
本
会
員
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
、
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。
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今
期
の
東
北
大
学
機
械
系 

同
窓
会

機
械
系
同
窓
会
代
表
幹
事

山
本　
　
悟

（‌
機
械
工
学
科
59
年
卒
）

今
期
よ
り
代
表
幹
事
を
担
当
し
て
い
る
山
本

（
機
械
工
学
科
卒
・
昭
和
59
年
卒
）
か
ら
、
機

械
系
同
窓
会
の
近
況
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し

ま
す
。

機
械
系
同
窓
会
の
主
な
行
事
は
、通
常
総
会
・

特
別
講
演
会
の
開
催
、同
窓
会
誌
の
発
行
、オ
ー

プ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
の

発
行
、
そ
し
て
オ
ー
プ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

開
催
に
な
り
ま
す
。
第
26
期
の
通
常
総
会
・
特

別
講
演
会
は
、
あ
い
に
く
対
面
開
催
が
困
難
な

状
況
が
続
い
て
い
た
こ
と
か
ら
、
通
常
総
会
の

議
案
は
W
e
b
審
議
で
議
決
し
ま
し
た
。ま
た
、

特
別
講
演
会
は
2
0
2
2
年
5
月
14
日
に
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
て
、「
新
し
い
価
値
の

創
造
に
向
け
た
、
機
械
工
学
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」

と
題
し
て
、
榊
純
一
さ
ん
（
機
械
53
年
）
に
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
、
日
本
人
が
得

意
と
す
る
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

重
要
性
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
、
質
疑
応
答

も
活
発
に
な
さ
れ
て
大
変
好
評
で
あ
っ
た
と
の

印
象
で
す
。
ご
講
演
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
同

窓
会
誌
第
26
号
に
榊
さ
ん
が
執
筆
さ
れ
た
講
演

内
容
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
オ
ー
プ

ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
2
0
2
2
年
11
月
26
日

に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
「
2
0
2
2
同
窓
会
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
実
施
内
容
に
つ
い

て
は
、
同
ニ
ュ
ー
ス
に
榊
幹
事
（
機
械
53
年
）

か
ら
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。
オ
ー
プ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

は
、
2
0
2
3
年
2
月
16
、
17
日
に
対
面
で
開

催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
内
容
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

前
期
発
行
さ
れ
た
同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
第
27
号

で
は
、
幹
事
の
一
人
と
し
て
機
械
系
同
窓
会
の

設
立
か
ら
今
日
ま
で
の
同
窓
会
の
変
遷
を
簡
単

に
俯
瞰
し
た
上
で
、
現
在
抱
え
て
い
る
問
題
に

つ
い
て
提
起
い
た
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て

代
表
幹
事
を
担
当
す
る
今
期
当
初
か
ら
、
加
藤

会
長
、
町
田
副
会
長
、
熊
谷
副
会
長
な
ら
び
に

幹
事
ら
と
そ
の
問
題
を
共
有
し
て
、
ど
の
よ
う

に
解
決
す
べ
き
か
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

以
下
に
は
そ
の
活
動
を
中
心
に
ご
報
告
い
た
し

ま
す
。

学
内
O
B
教
員
が
減
少
す
る
中
で
、
一
部
の

O
B
教
員
の
み
で
学
内
幹
事
を
担
当
し
、
約
1

万
6
千
名
の
同
窓
会
を
運
営
す
る
の
は
も
は
や

限
界
で
あ
る
と
い
う
私
の
主
張
に
対
し
て
、
ま

ず
呼
応
し
て
く
れ
た
の
が
加
藤
会
長
で
し
た
。

当
初
、
二
度
目
の
幹
事
を
引
き
受
け
て
後
悔
し

て
い
た
私
で
し
た
が
、
加
藤
会
長
の
並
々
な
ら

ぬ
熱
意
で
、
自
ら
犠
牲
に
な
り
行
動
す
る
こ
と

を
覚
悟
し
ま
し
た
。
ま
ず
、会
則
改
訂
委
員
会
、

支
部
開
設
促
進
委
員
会
、
そ
し
て
学
生
及
び
若

手
会
員
活
動
支
援
委
員
会
の
3
つ
の
委
員
会

が
、
会
長
の
意
向
を
体
し
て
立
ち
上
が
り
ま
し

た
。
前
例
の
な
い
こ
と
で
最
初
は
戸
惑
い
ま
し

た
が
、
現
状
を
打
破
す
る
た
め
の
行
動
で
あ
る

と
理
解
し
ま
し
た
。
そ
の
委
員
の
呼
び
か
け
に

応
じ
て
く
れ
た
O
B
が
少
数
で
す
が
お
ら
れ
ま

し
た
。
同
窓
会
を
改
革
す
る
た
め
に
立
ち
上

が
っ
て
く
れ
た
志
の
あ
る
O
B
で
す
。
こ
の
場

を
借
り
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
最
初

の
2
つ
の
委
員
会
に
は
代
表
幹
事
と
し
て
、
3

つ
目
の
委
員
会
に
は
委
員
長
と
し
て
参
画
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
委
員
会
は
何
の
見
返
り
も
期

待
で
き
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
が
、
み
な
さ

ん
本
当
に
同
窓
会
の
将
来
を
真
摯
に
議
論
し
て

い
ま
す
。
以
下
に
紹
介
す
る
活
動
は
私
が
委
員

長
で
あ
る
学
生
及
び
若
手
会
員
活
動
支
援
委
員

会
の
活
動
と
も
重
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の

委
員
会
の
活
動
報
告
も
兼
ね
て
、
そ
の
概
要
を

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

他
同
窓
会
で
は
経
費
削
減
や
投
稿
減
少
に
伴

い
、
廃
止
さ
れ
つ
つ
あ
る
同
窓
会
誌
で
す
が
、

本
同
窓
会
も
こ
れ
ま
で
O
B
か
ら
の
寄
稿
だ
け

に
頼
っ
て
い
た
結
果
、
寄
稿
数
が
減
り
続
け
て

い
ま
し
た
。
た
だ
、
私
が
代
表
幹
事
の
代
で
そ

れ
を
廃
止
す
る
と
い
う
考
え
は
な
く
、
む
し
ろ

現
状
を
打
開
す
る
た
め
、
第
26
号
は
慣
例
に
は

従
わ
ず
エ
デ
ィ
タ
ー
を
募
り
、
エ
デ
ィ
タ
ー
か

ら
執
筆
者
を
推
薦
い
た
だ
く
こ
と
で
編
集
い
た

し
ま
し
た
、
た
だ
エ
デ
ィ
タ
ー
と
い
っ
て
も
、

現
状
で
は
私
と
一
部
の
学
内
外
幹
事
で
あ
る
の

が
実
態
で
す
。
そ
の
中
で
も
特
に
第
26
号
は
、

学
生
会
員
に
も
読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
記
事

を
掲
載
し
ま
し
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
第
26
号

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

同
窓
会
誌
第
26
号
の
中
に
は
役
員
リ
ス
ト
が

記
載
さ
れ
て
お
り
、
幹
事
、
常
任
理
事
、
理
事

（
学
年
）、
理
事
（
法
人
）
の
方
々
が
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
理
事
（
学
年
）
が

一
人
も
い
な
い
卒
業
年
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
特
に
、
こ
こ
10
年
間
の
卒
業
生
か
ら
は

理
事
（
学
年
）
が
ほ
と
ん
ど
就
任
し
て
い
ま
せ

ん
。
卒
業
生
に
連
絡
が
付
か
な
い
、
連
絡
が
付

い
て
も
就
任
を
断
ら
れ
る
、
と
い
う
の
が
主
な

理
由
で
す
。
仮
に
こ
の
状
態
が
あ
と
10
年
続
け

ば
、
本
同
窓
会
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
る
か

は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。
学
生
会
員
は
平

成
26
年
度
に
始
ま
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で

ま
っ
た
く
機
能
し
て
い
ま
せ
ん
。
学
生
会
員
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
自
体
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

我
々
の
世
代
で
は
院
生
会
が
そ
の
役
目
を
果
た

し
て
い
ま
し
た
が
、
院
生
会
が
あ
る
の
は
現
在

今
期
の
東
北
大
学
機
械
系
同
窓
会



5

今
期
の
東
北
大
学
機
械
系
同
窓
会

2
つ
専
攻
の
み
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し

た
。
最
近
卒
業
し
た
O
B
の
理
事
（
学
年
）
が

見
つ
か
ら
な
い
根
本
的
な
原
因
が
そ
こ
に
あ
る

と
理
解
し
て
、
そ
の
状
況
を
抜
本
的
に
解
決
す

る
た
め
に
、
今
期
初
め
て
「
学
生
会
員
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
を
構
築
し
ま
し
た
。
4
専
攻
＋
情
報

科
学
研
究
科
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
代
表
学
生
会
員

を
1
名
選
出
し
て
、
さ
ら
に
各
研
究
室
か
ら
研

究
室
担
当
学
生
を
選
出
し
た
メ
イ
ル
に
よ
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
同
窓
会

と
学
生
会
員
と
の
相
互
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
今
後
、
大
学
院
に
入
学
す
る
Ｍ
1
の

段
階
で
毎
年
度
構
築
し
て
、
修
了
後
も
引
き
続

き
維
持
し
ま
す
。
こ
れ
を
こ
れ
か
ら
10
年
ほ
ど

続
け
れ
ば
、空
白
に
な
っ
て
い
る
理
事
（
学
年
）

を
埋
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
期
待
し
て
い
ま

す
。
2
0
2
2
年
度
の
代
表
学
生
会
員
は
同
窓

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

そ
の
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
す
が
、

2
0
2
2
年
6
月
3
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま

し
た
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
現
代
社
会
に
お
い
て
、

活
動
に
欠
か
せ
な
い
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で

す
。
こ
れ
ま
で
過
去
に
作
成
さ
れ
た
同
窓
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
な
ぜ
か
二
つ
共
存
し
て
い

て
、
残
念
な
が
ら
情
報
発
信
力
に
も
欠
け
て
い

ま
し
た
。
そ
の
重
要
性
を
私
自
身
が
認
識
し
て

い
ま
し
た
の
で
、
代
表
幹
事
就
任
早
々
、
2
週

間
ほ
ど
の
突
貫
工
事
で
自
作
し
ま
し
た
。
特
に

こ
れ
ま
で
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
い
た
昔
の
写
真

な
ど
貴
重
な
情
報
を
集
約
し
ま
し
た
。
業
者
が

作
成
し
た
派
手
さ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ア
ー
カ

イ
ブ
を
重
視
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
業
者
が

自
ら
作
成
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
た

ま
た
ま
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
に
慣
れ
て
い
た
こ

と
が
幸
い
し
ま
し
た
。
同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
の

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
創
刊
号
か
ら
す
べ
て
揃
え

て
公
開
し
て
い
ま
す
。
各
学
年
の
卒
業
生
か
ら

寄
贈
い
た
だ
い
た
貴
重
な
写
真
な
ど
も
過
去
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
抽
出
し
て
、「
思
い
出
」

と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
集
約
し
ま
し
た
。
学
生

会
員
の
ペ
ー
ジ
も
新
た
に
追
加
し
て
、
代
表
学

生
会
員
の
紹
介
や
工
明
会
大
運
動
会
2
0
2
2

の
写
真
な
ど
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

同
窓
会
誌
は
創
刊
号
か
ら
最
新
の
第
26
号
ま
で

パ
ス
ワ
ー
ド
付
き
で
す
べ
て
限
定
公
開
し
ま
し

た
。
な
お
、
パ
ス
ワ
ー
ド
は
同
窓
会
誌
の
編
集

後
記
に
記
載
し
て
お
り
、
毎
年
変
更
し
ま
す
。

同
窓
会
誌
は
同
窓
会
費
を
納
入
い
た
だ
い
て
い

る
方
に
の
み
郵
送
し
て
い
ま
す
。同
窓
会
費（
サ

ブ
ス
ク
）
年
2
千
円
だ
け
で
最
新
の
同
窓
会
誌

だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
見
方
も
で
き
ま

す
。
現
在
、
約
3
千
名
の
O
B
が
メ
イ
ル
ア
ド

レ
ス
を
登
録
し
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
等
の
最

新
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
、
こ
の

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に
案
内
を
送
付
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
都
度
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ク
セ
ス

数
は
千
件
を
超
え
て
い
ま
す
の
で
、
3
人
に
1

人
は
必
ず
見
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
宣
伝
効
果

が
極
め
て
大
き
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
メ
イ
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
さ
れ
て
な
い
方

は
最
新
の
情
報
を
入
手
す
る
た
め
、
ぜ
ひ
と
も

登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
と
合
わ
せ
て
、
翌
月
に
はY

ouTube

チ
ャ

ン
ネ
ル
も
開
設
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

リ
ン
ク
が
あ
り
ま
す
。
機
械
系
同
窓
会
か
ら
寄

贈
し
た
ピ
ア
ノ
（
青
葉
山
記
念
会
館
に
設
置
）

に
よ
る
学
生
会
員
の
演
奏
動
画
が
3
件
ほ
ど
公

開
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
動
画
の
数
は
少

な
い
で
す
が
、
今
後
様
々
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
公

開
し
て
い
く
予
定
で
す
。

現
役
教
員
、
特
に
O
B
以
外
の
教
員
が
、
機

東北大学機械系同窓会ホームページ
2022.6.3 リニューアル

https://alumni.mech.tohoku.ac.jp/
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今
期
の
東
北
大
学
機
械
系
同
窓
会

械
系
同
窓
会
に
関
心
を
持
て
な
い
の
は
、
私
が

逆
の
立
場
に
な
れ
ば
理
解
で
き
ま
す
。
参
加
し

て
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
あ
る
の
か
と
よ
く
聞
か

れ
ま
す
。
O
B
の
親
睦
の
場
と
し
て
お
互
い
が

久
し
ぶ
り
に
お
会
い
で
き
る
と
い
う
点
で
は
意

義
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
同
窓
会
の
活
動

は
見
返
り
の
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
だ
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
、
若
い
世
代
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
が
我
々
の
世
代
と

も
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
今
、
親
睦
の
場
と
し

て
の
意
義
も
薄
れ
て
い
ま
す
。
同
窓
会
を
今
後

も
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
学
内
外
幹
事
だ

け
で
な
く
、
役
員
、
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
、

O
B
、
さ
ら
に
は
O
B
以
外
の
教
員
や
学
生
会

員
と
の
間
で
、
お
互
い
にW

in-w
in

の
関
係

を
構
築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
で
し
ょ

う
。学

内
幹
事
の
負
担
を
減
ら
そ
う
と
当
初
始
め

た
今
期
の
活
動
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
、
学
内

幹
事
の
負
担
は
減
ら
ず
、
代
表
幹
事
の
仕
事
は

む
し
ろ
大
幅
に
増
え
ま
し
た
、
私
も
定
年
ま
で

残
り
わ
ず
か
に
な
り
、
研
究
を
集
大
成
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
き
に
、
研
究
活
動
を
犠
牲
に

し
て
同
窓
会
運
営
に
必
死
に
な
っ
て
い
る
自
分

が
時
々
滑
稽
に
思
え
ま
す
が
、
で
も
今
の
状
況

を
ほ
っ
て
お
い
た
ら
、
機
械
系
同
窓
会
は
遅
か

れ
早
か
れ
自
然
消
滅
す
る
の
が
見
え
て
し
ま
っ

た
以
上
、
そ
れ
を
見
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
同
窓
会
を
引
き
続
き
維
持
し
た
い

の
で
あ
れ
ば
、
多
く
の
会
員
の
方
に
同
窓
会
の

運
営
に
も
直
接
参
画
い
た
だ
き
、
会
員
み
ん
な

で
支
え
る
機
械
系
同
窓
会
に
な
っ
て
い
く
こ
と

を
強
く
祈
念
し
ま
す
。
若
い
世
代
の
こ
と
が
よ

く
理
解
で
き
る
幹
事
へ
の
若
返
り
も
必
須
で

す
。
な
ぜ
か
代
表
幹
事
だ
け
代
々
年
齢
が
上

が
っ
て
い
る
状
況
も
見
過
ご
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
あ
と
1
年
の
任
期
を
全
う
し
て
、
代
表

東北大学機械系同窓会 YouTube チャンネル
2022.7.24 開設（ホームページにリンク）

幹
事
の
年
齢
も
大
幅
に
若
返
え
ら
せ
て
、
若
い

活
力
の
あ
る
会
員
が
運
営
す
る
同
窓
会
に
改
革

し
て
い
く
べ
き
か
と
思
い
ま
す
。

機
械
系
同
窓
会
の
近
況
に
つ
い
て
ご
報
告
い

た
し
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
お
寄
せ

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
最
後
に
、
同
窓
会

費
は
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://alum

ni.
m
ech.tohoku.ac.jp/

）
か
ら
で
も
簡
単
に
お

支
払
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
会
費
納
入
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
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左から「同窓会ニュース」「思い出」「学生会員」の各ページ

同窓会誌バックナンバー
創刊号から最新号までパスワード付きで限定公開

今
期
の
東
北
大
学
機
械
系
同
窓
会



8

間
に
そ
の
サ
イ
ト
か
ら
何
度
で
も
動
画
を
閲
覧

で
き
る
形
式
に
変
更
し
ま
し
た
。2
点
目
は「
双

方
向
交
流
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
日
程
拡
大
」
で
す
。

双
方
向
交
流
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
各
団
体
の
W
e
b

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
内
で
団
体
の
担
当
者
と

学
生
が
直
接
交
流
す
る
場
で
す
。
昨
年
は
2
日

間
と
し
て
い
た
双
方
向
交
流
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
日

程
を
本
年
は
5
日
間
に
拡
大
し
、
日
中
9
時
～

17
時
を
目
安
と
し
て
各
団
体
に
自
由
に
日
程
を

設
定
頂
く
形
式
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
変
更

は
、
就
職
活
動
と
研
究
活
動
で
忙
し
い
学
生
に

な
る
べ
く
多
く
の
情
報
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
機
会

を
設
け
よ
う
と
い
う
狙
い
が
あ
り
、
実
際
に
イ

ベ
ン
ト
終
了
後
の
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
を
分
析
す

る
と
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
方
式
で
の
団
体
紹
介
に

対
す
る
高
い
満
足
度
や
開
催
日
程
の
拡
大
に
よ

る
多
様
な
参
加
形
態
が
伺
え
、
良
い
変
更
で

あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
参
加
団

体
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
は
団
体
の
皆
様
の
準

備
作
業
等
で
負
担
が
増
加
し
て
い
る
様
子
も
伺

え
た
た
め
、
23
年
開
催
で
は
工
夫
が
必
要
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
近
年
の
就
職
活
動
日
程

の
前
倒
し
に
よ
り
3
月
と
い
う
時
期
は
学
生
、

団
体
双
方
に
と
っ
て
「
遅
い
」
と
い
う
ご
意
見

を
一
定
数
頂
戴
し
て
お
り
、
開
催
時
期
を
含
め

て
本
イ
ベ
ン
ト
の
立
ち
位
置
を
再
定
義
す
る
時

期
が
来
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
機
械
系
オ
ー
プ
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
2
2
開
催
に
あ
た
り
、

ご
指
導
下
さ
い
ま
し
た
実
行
委
員
長
の
祖
山
均

先
生
を
は
じ
め
と
す
る
諸
先
生
方
、
機
械
系
同

窓
会
事
務
局
の
武
井
康
子
様
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
責
任
を
持
っ
て
仕
事
を
行
っ
て
く
れ
た
学

生
実
行
委
員
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
本
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
ご
尽
力
下
さ
っ

た
機
械
系
同
窓
会
及
び
協
力
業
者
の
方
々
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
機
械
系
オ
ー
プ
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
今
後
更
に
有
意
義
な
イ
ベ
ン
ト
と

な
る
こ
と
と
機
械
系
同
窓
会
の
益
々
の
ご
発
展

を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
報
告
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

機
械
系
同
窓
会
幹
事

榊　
　
純
一

（
機
械
工
学
科
53
年
卒
）

2
0
2
2
年
11
月
26
日
（
土
曜
日
）
の
午
後

に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
同
窓
会
フ
ォ
ー
ラ
ム

2
0
2
2
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
2
0
1
8
年
か
ら
始
ま
り
、
2
0
1
8
年

と
2
0
1
9
年
は
秋
季
に
東
京
講
演
会
と
し

て
実
施
し
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

禍
の
環
境
を
考
慮
し
て
、
2
0
2
0
年
と

2
0
2
1
年
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
に
切
り

替
え
ま
し
た
。
今
回
の
同
窓
会
フ
ォ
ー
ラ
ム

2
0
2
2
で
は
前
年
に
引
き
続
き
、
前
半
が
基

調
講
演
、
後
半
が
分
科
会
と
い
う
2
部
構
成
に

し
ま
し
た
。
基
調
講
演
と
し
て
三
菱
重
工
業
株

式
会
社 

総
合
研
究
所 

技
監
・
副
所
長
の
石
坂

浩
一
氏
（
機
械
工
学
科
平
成
2
年
卒
、
博
士
後

期
課
程
平
成
7
年
修
了
）
に
よ
る
、「
三
菱
重

工
が
注
力
し
て
い
る
エ
ナ
ジ
ー
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ

ン
等
」
に
つ
い
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
は
最
先
端
技
術
と
し
て
の
タ
ー
ビ
ン

入
口
温
度
が
1
8
0
0
°C
の
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
に

つ
い
て
も
お
話
し
い
た
だ
き
、
講
演
後
の
質
疑

応
答
で
も
活
発
な
や
り
取
り
が
あ
り
ま
し
た
。

後
半
は
分
科
会
に
移
り
ま
し
た
。
事
前
の
参

加
申
し
込
み
は
44
名
で
当
日
は
若
干
減
り
ま
し

た
が
大
変
充
実
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し

た
。
今
回
は
現
役
学
生
3
名
の
参
加
も
あ
り
、

同
窓
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
2
2

開
催

学
生
実
行
委
員
長

三
谷　
健
斗

（
機
知
・
航
空
令
3
年
卒
）

2
0
2
2
年
3
月
7
日
か
ら
3
月
11
ま
で
5

日
間
に
わ
た
り
、機
械
系
オ
ー
プ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
機
械
系
オ
ー
プ
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
技
術
者
と
し
て
企
業
や
団

体
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
機
械
系
出
身
の
先
輩
方

と
現
役
学
生
と
の
交
流
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
年
も
依
然
と
し
てC

O
V
ID
-19

の
影
響
が
大
き
く
、
昨
年
に
引
き
続
き
オ
ン
ラ

イ
ン
形
式
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
98
団

体
と
大
勢
の
学
生
に
参
加
頂
き
ま
し
た
。
昨
年

の
初
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
で
得
ら
れ
た
知
見
を
踏

ま
え
て
、
今
年
は
い
く
つ
か
変
更
が
加
え
ら
れ

ま
し
た
。
う
ま
く
い
っ
た
点
、
課
題
が
残
っ
た

点
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
学
生
実
行
委
員
を

代
表
し
て
ご
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

本
年
度
の
機
械
系
オ
ー
プ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は
前
述
の
通
り
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
本
イ
ベ
ン
ト
は
「
参
加
団
体
紹
介
セ
ッ

シ
ョ
ン
」
と
「
双
方
向
交
流
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
の

2
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
な
り
ま
す
が
、
昨
年

の
経
験
か
ら
2
点
の
変
更
を
加
え
ま
し
た
。
1

点
目
は
「
参
加
団
体
紹
介
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
オ
ン

デ
マ
ン
ド
化
」で
す
。参
加
団
体
紹
介
セ
ッ
シ
ョ

ン
と
は
参
加
団
体
の
概
要
に
つ
い
て
各
団
体
の

担
当
者
様
に
ご
説
明
を
頂
く
も
の
で
、
昨
年
は

W
e
b
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
て

順
番
に
な
さ
れ
る
団
体
紹
介
を
学
生
が
視
聴
す

る
形
式
で
し
た
。
今
年
は
事
前
に
団
体
か
ら
提

出
頂
い
た
団
体
紹
介
動
画
を
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
学
生
に
限
定
公
開
し
、
学
生
は
好
き
な
時

機
械
系
オ
ー
プ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
2
0
2
2
開
催

機
械
系
オ
ー
プ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
2
2
開
催

同
窓
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
2
2
開
催
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同
窓
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
2
2
開
催

⑦　

�

D
X
の
進
展
と
こ
れ
か
ら
の
機
械
系
の

し
ご
と
（
佐
野
健
太
郎　

理
化
学
研
究

所
）

分
科
会
の
詳
細
は
2
0
2
3
年
秋
に
発
行
予

定
の
同
窓
会
誌
27
号
へ
の
掲
載
を
予
定
し
て
い

ま
す
が
、
こ
こ
で
は
第
2
分
科
会
と
第
5
分
科

会
の
様
子
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

第
2
分
科
会
は
『
ト
ヨ
タ
自
動
車
・
本
田
技

研
工
業
な
ど
の
自
動
車
産
業
で
自
動
車
の
電
動

化
・
自
動
運
転
導
入
で
車
つ
く
り
は
ど
う
変
わ

る
？
』
を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
ホ
ン
ダ

を
始
め
と
し
て
日
本
の
自
動
車
業
界
は
単
に

Ｅ
Ｖ
を
開
発
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
の
交

通
シ
ス
テ
ム
全
体
の
再
構
築
を
目
指
し
て
い
る

が
、
米
欧
中
に
比
べ
て
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
遅

れ
て
い
ま
す
。
中
国
で
の
Ｅ
Ｖ
の
普
及
は
、
国

が
資
金
面
か
ら
主
導
し
て
い
る
面
が
大
き
く
、

加
え
て
国
民
性
と
し
て
新
し
い
こ
と
や
経
済
性

が
あ
る
こ
と
に
対
し
て
直
ぐ
に
飛
び
つ
く
傾
向

に
あ
り
、
更
に
最
近
は
車
の
品
質
が
か
な
り
上

が
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
話
題
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
に
対
し
て
日
本
メ
ー
カ
ー
は
ど
の
よ

う
に
戦
う
の
か
と
い
う
事
に
対
し
て

は
、 

① 

日
本
の
メ
ー
カ
ー
の
車
両
の
作
り
込

み
技
術
に
対
し
て
中
国
メ
ー
カ
ー
は
そ
の
域
に

達
し
て
い
な
い
、 

② 

日
本
車
は
こ
れ
ま
で
に

築
い
た
高
品
質
や
信
頼
性
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
イ

メ
ー
ジ
を
損
な
わ
な
い
商
品
を
提
供
す

る
、 

③ 

更
に
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
新
し
い
価

値
を
付
加
す
る
べ
き
、
と
い
う
こ
と
が
話
題
と

な
り
ま
し
た
。
ト
ヨ
タ
に
例
を
と
る
と
、
自
動

運
転
で
も
運
転
の
楽
し
さ
を
損
な
う
こ
と
な

く
、
快
適
性
や
安
全
性
だ
け
で
な
く
楽
し
さ
に

も
こ
だ
わ
る
と
い
う
姿
勢
が
好
感
で
き
る
と
い

う
感
想
も
あ
り
ま
し
た
。

第
5
分
科
会
は
『
機
械
系
は
農
業
・
林
業
・

水
産
業
に
ど
の
よ
う
に
貢
献
で
き
る
か
・
地
域

産
業
振
興
と
機
械
系
の
役
割
』
を
テ
ー
マ
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
地
方
に
先
端
技
術
を
持
っ
て
き

た
時
に
起
こ
っ
て
い
る
の
は
、
最
初
は
マ
ス
コ

ミ
も
騒
ぐ
が
そ
の
後
が
続
か
な
い
と
い
う
事
例

が
多
い
こ
と
や
、
農
工
連
携
が
各
地
で
行
わ
れ

て
い
る
が
、
農
業
は
一
般
に
保
守
的
な
た
め
に

若
者
に
人
気
が
無
く
、
一
方
で
、
都
会
の
植
物

工
場
で
は
季
節
に
関
わ
り
な
く
一
年
中
安
定
し

て
野
菜
が
収
穫
で
き
る
な
ど
、
地
方
農
業
の
魅

力
が
薄
れ
て
い
き
て
い
な
い
か
、
と
い
う
話
題

提
供
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
農
工
連
携
が
各
地

で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
地
域
の
実
情
や
実
際
の

作
業
を
見
て
み
な
い
と
、
地
域
に
適
し
た
機
械

（
機
構
）
の
設
計
が
難
し
い
。
例
え
ば
、
水
田

の
自
動
抑
草
を
行
う
「
合
鴨
ロ
ボ
ッ
ト
」
の
試

作
機
は
、
実
際
の
水
深
と
設
計
時
の
ス
ペ
ッ
ク

が
違
っ
て
い
た
な
ど
の
具
体
例
も
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
農
業
は
個
人
の
負
担
が
大
き
過
ぎ
た
の

で
、
こ
れ
か
ら
は 

① 

機
械
で
作
業
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
や
、 

② 

高
付
加
価
値
の
商
品（
例

え
ば
無
農
薬
栽
培
の
米
）
開
発
で
第
一
次
産
業

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
そ

こ
に
機
械
工
学
の
知
恵
が
入
る
余
地
が
十
分
に

あ
る
、
と
い
う
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

分
科
会
全
体
と
し
て
は
、
機
械
系
を
取
り
巻

く
今
般
の
状
況
に
関
し
て
、
大
学
と
企
業
、
先

輩
と
後
輩
、
大
都
市
居
住
者
と
地
方
居
住
者
の

各
層
の
交
流
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
し
、
先
端

技
術
の
話
題
に
も
触
れ
る
こ
と
が
出
来
た
良
い

機
会
で
し
た
。
分
科
会
の
中
で
は
、
現
役
学
生

の
就
職
活
動
に
関
し
て
会
社
員
の
先
輩
か
ら

は
、「
面
接
時
に
は
自
分
の
考
え
を
整
理
し
て
、

自
身
の
体
験
や
経
験
に
紐
づ
い
た
ス
ト
ー
リ
ー

で
表
現
す
る
こ
と
が
大
切
」
と
い
う
貴
重
な
ア

ド
バ
イ
ス
も
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
し
、
参

加
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
現
役
学
生
か
ら
は

「
と
て
も
貴
重
で
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ

夫
々
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
先
輩
諸
氏
と
の
有

意
義
な
や
り
取
り
を
経
験
し
ま
し
た
。
全
体

テ
ー
マ
を
『
私
達
の
く
ら
し
と
仕
事
の
将
来

:

企
業
で
活
躍
す
る
卒
業
生
と
の
交
流
』
に
設
定

し
て
、
分
科
会
は
7
つ
の
部
屋
を
用
意
し
ま
し

た
が
、
参
加
者
に
は
申
し
込
み
時
に
申
請
し
て

も
ら
っ
た
興
味
あ
る
テ
ー
マ
を
勘
案
し
て
主
催

者
が
事
前
に
各
分
科
会
に
割
り
振
り
、
そ
の
中

で
自
己
紹
介
と
テ
ー
マ
に
関
す
る
意
見
交
換
を

行
い
、
世
代
を
超
え
て
、
参
加
会
員
相
互
の
交

流
を
図
り
ま
し
た
。
次
に
事
前
に
予
定
し
た
7

つ
の
分
科
会
を
紹
介
し
ま
す
。（
カ
ッ
コ
内
は

各
分
科
会
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
）

①　

�

三
菱
重
工
・
I
H
I
な
ど
の
重
工
企
業

に
お
け
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
D
X
へ
の
取
り
組

み
（
古
澤
卓　

東
北
大
学
）

②　

�

ト
ヨ
タ
自
動
車
・
本
田
技
研
工
業
な
ど

の
自
動
車
産
業
で
自
動
車
の
電
動
化
・

自
動
運
転
導
入
で
車
つ
く
り
は
ど
う
変

わ
る
？（
岡
川
洋
平　

本
田
技
研
工
業
）

③　

�

日
立
製
作
所
・
日
立
建
機
・
日
立
ハ
イ

テ
ク
な
ど
の
分
野
に
お
け
る
D
X
・

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
鈴
木
寛　

日
立
ハ
イ
テ
ク
）

④　

�

東
北
電
力
・
N
T
T
コ
ム
ウ
エ
ア
な
ど

に
お
け
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・

D
X
（
佐
藤
崇
之　

東
北
電
力
）

⑤　

�

機
械
系
は
農
業
・
林
業
・
水
産
業
に
ど

の
よ
う
に
貢
献
で
き
る
か
・
地
域
産
業

振
興
と
機
械
系
の
役
割
（
榊
純
一　

秋

田
大
学
）

⑥　

�

機
械
工
学
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
の
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
取
り
組
み
・

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
で
暮
ら
し
と

仕
事
は
ど
う
変
わ
る
か
（
野
間
毅　

東

芝
プ
ラ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）
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と
が
で
き
た
が
、
も
っ
と
聞
き
た
い
こ
と
が

あ
っ
た
の
で
も
う
少
し
時
間
が
欲
し
い
と
思
い

ま
し
た
。」
と
い
う
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
企
業

Ｏ
Ｂ
か
ら
は
「
私
達
も
現
役
学
生
の
方
の
興
味

を
教
え
て
欲
し
い
し
、
現
役
学
生
に
は
キ
ャ
リ

ア
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。」
と
い
う
感
想
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
今
回
は
企
画
段
階
か
ら
現
役
学
生

の
参
加
を
期
待
し
て
い
ま
し
た
の
で
そ
の
成
果

が
あ
り
ま
し
た
が
、
来
年
度
に
同
様
の
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
す
る
場
合
は
、
同
窓
会
の
魅
力
を
更

に
現
役
学
生
に
伝
え
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
な

工
夫
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
同
窓
会

員
の
皆
さ
ま
に
は
、
来
年
度
の
企
画
に
も
是
非

と
も
積
極
的
な
ご
参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

支
部
開
設
促
進
委
員
委
員
長　

機
械
系
同
窓
会
副
会
長　

熊
谷　
則
道

（
機
械
第
二
49
年
卒
）

支
部
開
設
促
進
委
員
会
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で

の
開
催
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第
１
回
委
員
会
を
2
0
2
2
年
8
月
に
開

催
し
、
9
月
、
11
月
と
こ
れ
ま
で
3
回
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

委
員
会
メ
ン
バ
ー
は
委
員
８
名
及
び
同
窓
会

代
表
幹
事
を
加
え
９
名
で
す
。
な
お
、
委
員
は

今
後
、
参
加
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

委
員
会
委
員

村
田
稔
（
精
密
46
）　

渡
辺
裕
（
機
械
47
）　

桑
野
博
喜
（
機
械
II‌

50
）　

西
山
秀
哉
（
機

械
52
）　

大
崎
弘
志
（
精
密
52
）　

厨
川
常
元

（
機
械
54
）　

若
林
利
明
（
機
械
57
）　

熊
谷

則
道
（
機
械
II‌

49
）

代
表
幹
事　

山
本
悟
（
機
械
59
）

こ
れ
ま
で
の
委
員
会
で
は
、
次
の
よ
う
な
議

題
に
つ
い
て
検
討
を
深
め
て
い
ま
す
。

主
な
議
題

支
部
開
設
促
進
活
動
の
考
え
方
と
課
題

同
窓
会
の
多
様
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

・
人
材
プ
ー
ル
の
考
え
方
と
作
成

・
海
外
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

�
今
後
展
開
さ
れ
る
支
部
・
グ
ル
ー
プ
の
活
動

例
・�
現
役
学
生
お
よ
び
若
い
卒
業
生
へ
の
支

援
（
オ
ー
プ
ン
テ
ッ
ク
カ
フ
ェ
等
）

・�

リ
ク
ル
ー
ト
支
援
（
オ
ー
プ
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
等
）

�

同
窓
会
の
あ
る
べ
き
姿
、
活
動
の
方
向
に
つ

い
て

今
後
、
同
窓
会
支
部
あ
る
い
は
グ
ル
ー
プ
の

設
置
に
関
わ
る
活
動
を
活
発
に
行
う
た
め
に

は
、
同
窓
会
執
行
部
は
も
と
よ
り
学
年
理
事
、

学
生
諸
君
、
現
役
教
員
の
方
々
の
ご
協
力
が
不

可
欠
で
す
。
現
役
学
生
お
よ
び
卒
業
生
す
べ
て

に
有
益
な
同
窓
会
の
発
展
を
期
し
て
鋭
意
、
検

討
し
、
ご
支
援
を
賜
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

支
部
開
設
促
進
委
員
会
　 

開
催
概
要

3
年
ぶ
り
の
対
面
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
開
催

機
械
系
広
報
推
進
室　
室
長　
教
授

平
田　
泰
久

（
機
知
・
航
空
平
10
年
卒
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
伴
い
、
こ

こ
2
年
間
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
っ
て
い
た

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
す
が
、
今
年
度
は
対

面
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
以
前
の
よ
う
に
機
械
系
の
ほ
ぼ
す
べ

て
の
研
究
室
を
訪
ね
て
見
学
で
き
る
こ
と
は
叶

わ
ず
、
抽
選
に
当
選
し
た
方
の
み
が
、
機
械
系

の
講
義
棟
8
部
屋
で
の
オ
ー
プ
ン
講
義
の
受
講

と
機
械
知
能
・
航
空
工
学
科
各
コ
ー
ス
の
展
示

を
見
学
す
る
と
い
う
形
式
で
の
実
施
と
な
り
ま

し
た
。
機
械
知
能
・
航
空
工
学
科
に
お
申
込
み

い
た
だ
い
た
人
数
は
1
，9
6
8
名
で
あ
り
、

そ
の
中
か
ら
抽
選
を
経
て
3
6
1
名
の
方
々

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
く
の
方
々
に

ご
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
い
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
会
場
の
収
容
人
数
等
の
観
点
か
ら
約
1/5
の

方
の
み
の
受
け
入
れ
と
な
っ
た
こ
と
は
残
念
で

は
あ
り
ま
す
が
、
久
し
ぶ
り
に
研
究
成
果
を
対

面
で
お
伝
え
で
き
た
こ
と
は
、
参
加
者
に
と
っ

て
も
説
明
を
す
る
学
生
・
教
員
に
と
っ
て
も
大

変
う
れ
し
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
残

念
な
が
ら
抽
選
に
漏
れ
て
参
加
で
き
な
っ
た
皆

様
の
た
め
に
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
を
準
備
し
、

オ
ー
プ
ン
講
義
に
関
し
て
は
機
械
知
能
・
航
空

工
学
科
の
W
e
b
ペ
ー
ジ
に
て
ご
聴
講
い
た
だ

く
こ
と
を
可
能
と
し
ま
し
た
。
ま
た
各
コ
ー
ス

展
示
の
様
子
は
ビ
デ
オ
で
収
録
し
、
そ
れ
を
編

集
す
る
こ
と
で
後
日
公
開
を
い
た
し
ま
し
た
。

卒
業
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
ぜ
ひ
図
に

記
載
の
Q
R
コ
ー
ド
や
U
R
L
か
ら
ア
ク
セ
ス

支
部
開
設
促
進
委
員
会
　
開
催
概
要

3
年
ぶ
り
の
対
面
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催
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3
年
ぶ
り
の
対
面
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催

海
外
長
期
出
張
体
験
記

航
空
宇
宙
工
学
専
攻　
准
教
授

山
本　
　
剛

2
0
2
0
年
3
月
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
伴
う
約
3
ヶ
月
間
の
一

時
帰
国
を
経
て
、
翌
年
3
月
ま
で
「
工
学
研
究

科
若
手
教
員
長
期
海
外
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の

ご
支
援
の
も
と
大
韓
民
国
の
ス
ウ
ォ
ン
市
に
あ

る
成
均
館
大
学
校
（Sungkyunkw

an U
ni-

versity, SK
K
U

）
に
客
員
教
授
と
し
て
滞
在

す
る
機
会
を
頂
き
ま
し
た
。
長
期
海
外
滞
在
は

2
0
0
8
年
の
米
国
テ
キ
サ
ス
大
学
オ
ー
ス

テ
ィ
ン
校
で
の
半
年
間
の
滞
在
に
続
く
2
回
目

の
経
験
で
あ
り
、
受
け
入
れ
研
究
者
は
当
時
の

同
僚
で
あ
るJi W

on Suk

教
授
で
す
。

さ
て
、
私
の
滞
在
し
た
成
均
館
大
学
校
は
サ

ム
ス
ン
財
団
が
学
校
運
営
に
参
加
し
て
お
り
、

サ
ム
ス
ン
財
団
の
寄
付
を
受
け
て
建
設
さ
れ
た

特
徴
的
な
外
観
を
も
つ
サ
ム
ス
ン
学
術
情
報
館

が
有
名
で
あ
り
、
緑
に
囲
ま
れ
た
広
大
な
敷
地

の
中
に
、
近
代
的
な
建
物
と
歴
史
的
な
建
物
が

あ
る
美
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
で
す
。
韓
国
で
は

コ
ー
ヒ
ー
文
化
が
根
付
い
て
お
り
、
コ
ー
ヒ
ー

を
片
手
に
ベ
ン
チ
で
談
笑
を
す
る
学
生
た
ち
の

姿
が
日
常
の
景
色
に
な
っ
て
お
り
、
穏
や
か
な

研
究
環
境
で
公
私
に
わ
た
り
大
変
貴
重
な
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

前
述
の
よ
う
に
今
回
は
2
回
目
の
長
期
海
外

滞
在
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
前
回
の
米
国
滞
在

で
は
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
5
つ
の

タ
ス
ク
を
自
分
に
課
し
て
臨
み
ま
し
た
。
そ
の

う
ち
の
一
つ
が
大
学
関
係
者
以
外
の
方
と
親
し

く
な
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
内
の
一
人
で
あ
る

ホ
テ
ル
経
営
者
の
ヨ
ン
グ
ン
さ
ん
と
は
、
韓
国

滞
在
中
の
宿
泊
費
用
の
価
格
交
渉
が
で
き
る
ほ

ど
に
親
し
く
な
り
、Suk

教
授
の
家
族
と
済
州

島
へ
旅
行
に
行
っ
た
際
に
は
宿
泊
先
の
手
配
を

引
き
受
け
て
い
た
だ
く
な
ど
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
ジ
ム
で
知
り
合
い
に
な
っ
た
エ
チ

オ
ピ
ア
国
籍
の
ヨ
ナ
ス
さ
ん
と
マ
イ
ケ
ル
さ
ん

は
単
調
に
な
り
が
ち
な
単
身
で
の
長
期
海
外
滞

在
に
変
化
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
帰
国
の
数

日
前
に
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
送
別
会
を
開
い
て

く
れ
ま
し
た
。

研
究
活
動
に
つ
い
て
も
記
載
す
る
必
要
が
あ

ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
滞
在
中
に
本
研
究
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
研
究
課
題
の
一
部
とSuk

教
授
の

研
究
テ
ー
マ
の
内
容
で
2
編
の
国
際
共
著
論
文

を
公
刊
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。Suk

教
授

と
共
同
で
国
際
論
文
のguest editor

を
務
め

ま
し
た
（special Issue "N

anom
echan-

ics of C
arbon N

anom
aterials", N

ano-
m
aterials

）。
帰
国
後
に
はBrain K

orea 
2‌1

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
支
援
し
て
頂
き
オ
ン
ラ
イ

ン
ス
タ
イ
ル
に
て
招
待
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
長
期
海
外
滞
在

を
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
岡
部
朋
永
教
授
を

は
じ
め
、
機
械
系
の
先
生
方
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム

海
外
長
期
出
張
体
験
記

「
遠
隔
か
ら
は
気
軽
に
参
加
し
に
く
い
の
で
オ

ン
ラ
イ
ン
が
い
い
」
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
。

広
報
推
進
室
で
は
、
現
在
、
研
究
室
単
位
か
ら

機
械
系
単
位
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
の
大
小
を
問

わ
ず
開
催
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
ツ
ー

ル
を
準
備
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
バ
ー
チ
ャ

ル
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
、
バ
ー
チ
ャ
ル
オ
ー
プ
ン
機

械
系
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
高
校
生

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
卒
業
生
の
皆
様
と
も
気

軽
に
懇
談
で
き
る
機
会
を
増
や
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
皆
様
と
様
々
な

形
で
交
流
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。

し
て
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

久
し
ぶ
り
の
対
面
開
催
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

オ
ー
プ
ン
講
義
と
コ
ー
ス
展
示
を
組
み
合
わ
せ

て
2
日
間
で
7
回
実
施
し
、講
義
は
45
分
、コ
ー

ス
展
示
は
1
コ
ー
ス
あ
た
り
15
分
（
全
コ
ー
ス

で
1
時
間
45
分
）
と
、
参
加
者
が
双
方
を
お
よ

そ
2
時
間
半
で
体
験
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
オ
ー
プ
ン
講
義
、
コ
ー
ス
展
示
と
も
に
参

加
者
を
予
め
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
ス
タ
ッ
フ
が

引
率
す
る
こ
と
で
各
部
屋
の
過
密
状
態
を
避
け

て
実
施
す
る
と
と
も
に
、
展
示
教
室
間
を
一
方

通
行
と
す
る
こ
と
で
異
な
る
グ
ル
ー
プ
が
狭
い

通
路
を
行
き
交
う
こ
と
の
な
い
よ
う
順
路
を
設

定
す
る
と
い
っ
た
感
染
対
策
を
徹
底
し
た
上
で

実
施
し
、
大
き
な
混
乱
や
問
題
が
起
き
る
こ
と

な
く
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
対
面
実
施
で
、「
や
は
り
対
面
は
い

い
ね
」と
い
う
多
く
の
声
が
聞
こ
え
た
一
方
で
、

オープンキャンパスの様子
https://www.dream.mech.tohoku.ac.jp/oc/
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「チーズダッカルビ」のお店にて。ジムで知り合いになったヨナスさん
とマイケルさん。

「水原カルビ」のお店にて。韓国の伝統衣装「韓服」に由来するお酒の
席でのマナーを教えてもらいました。

の
実
施
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
下
さ
い
ま
し
た
事
務

職
員
の
皆
様
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
深
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

海
外
長
期
出
張
体
験
記

航
空
宇
宙
工
学
専
攻 

准
教
授

野
々
村　
拓

2
0
2
1
年
7
月
末
か
ら
翌
年
1
月
末
ま

で
、
科
学
研
究
費
補
助
金
国
際
共
同
研
究
強
化

A
（
科
研
費
）
の
支
援
を
受
け
て
、
米
国
に
て

在
外
研
究
を
行
い
ま
し
た
。
本
助
成
金
の
申
請

は
2
0
1
9
年
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
な
る
前
で

し
た
。
当
時
は
、
申
請
書
に
対
し
て
工
学
研
究

科
の
先
生
方
の
校
閲
・
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
く
な

ど
、
様
々
な
支
援
を
賜
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

前
の
2
0
1
9
年
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
応
募
に

先
立
っ
て
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
工
科
大
学
の

Tim

 C
olonius

先
生
へ
受
け
入
れ
を
問
い
合

わ
せ
た
と
こ
ろ
、
ご
快
諾
下
さ
い
ま
し
た
。
当

初
は
2
0
2
0
年
3
月
末
頃
か
ら
単
身
1
年

間
渡
航
す
る
予
定
で
、
2
0
1
9
年
末
か
ら
に

2
0
2
0
年
頭
に
か
け
て
、
ア
メ
リ
カ
渡
航
の

た
め
のJ-1V
ISA

の
取
得
な
ど
忙
し
く
準
備

を
し
て
い
た
の
で
す
が
、C

O
V
ID
-19

が
大

流
行
し
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
訪
問
を
断
念

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
渡
航
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を

Tim

 C
olonius

先
生
や
研
究
室
付
き
の
事
務

の
方
と
相
談
し
た
の
で
す
が
、
な
か
な
か
難
し

く
、
2
、 

3
回
訪
問
を
打
診
し
て
は
断
念
す
る

の
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ

でC
O
V
ID
-19

の
ワ
ク
チ
ン
が
接
種
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
2
0
2
1
年
6
月
に
は
東
北
大

学
で
も
接
種
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
予
約
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
2
度
目

の
接
種
予
定
日
の
2
週
間
後
の
7
月
下
旬
に
出

発
し
て
科
研
費
の
サ
ポ
ー
ト
の
条
件
で
あ
る
半

年
間
ア
メ
リ
カ
に
滞
在
す
る
計
画
を
立
て
ま
し

た
。
急
遽
秋
学
期
の
講
義
を
研
究
室
の
教
授
の

浅
井
先
生
に
お
願
い
し
、
大
学
の
許
可
を
頂
い

て
再
度J-1V

ISA

を
取
り
直
し
、
ア
メ
リ
カ

へ
出
発
致
し
ま
し
た
。
当
時
、
急
ピ
ッ
チ
で
渡

航
の
た
め
の
手
続
き
を
し
て
お
り
、
研
究
室
の

浅
井
先
生
、
事
務
補
佐
員
の
白
戸
さ
ん
と
姥
浦

さ
ん
に
大
変
助
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
ん

な
で
、
ア
メ
リ
カ
へ
渡
航
し
て
も
当
初
1
週
間

の
下
宿
待
機
が
あ
る
な
ど
ま
だ
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
工
科
大
学
は
慎
重
な
ポ
リ
シ
ー
で
し
た
が
、

少
な
く
と
も
大
学
の
居
室
で
の
研
究
は
許
さ

れ
、い
つ
も
よ
り
人
の
少
な
い
（
？
）
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
工
科
大
学
で
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
た
り
研
究

を
す
る
環
境
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

Tim

 C
olonius

先
生
は
、
超
音
速
噴
流
や

圧
縮
性
二
相
流
の
数
値
解
析
、
周
波
数
領
域

モ
ー
ド
解
析
、
安
定
性
解
析
を
主
に
行
う
ド
ラ

イ
な
研
究
室
を
主
宰
し
て
お
り
、
現
在
の
私
の

実
験
空
気
力
学
の
研
究
か
ら
は
少
々
外
れ
る
の

で
す
が
、
も
と
も
と
数
値
流
体
力
学
を
前
職
で

の
専
門
と
し
て
い
た
た
め
抵
抗
が
な
い
こ
と
に

加
え
、
実
験
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
デ
ー
タ
駆

動
科
学
を
利
用
し
て
解
析
す
る
と
い
う
目
的
か

ら
は
最
適
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た

ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
か
らSteven L Brunton

も
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
で
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
工
科
大

学
に
長
期
訪
問
し
て
お
り
、
デ
ー
タ
駆
動
流
体

力
学
を
進
め
る
ト
ッ
プ
研
究
者
と
一
緒
に
研
究

で
き
た
こ
と
は
こ
の
上
な
い
喜
び
で
し
た
。
短

期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
か
ら
持
っ

て
行
っ
た
ア
イ
デ
ア
を
様
々
な
観
点
か
ら
考
え

直
し
、
実
際
に
実
験
デ
ー
タ
に
使
え
る
よ
う
な

技
術
に
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
少
し
ず
つ
緩
和
さ
れ
るC

O
V
ID
-19

対
策
（
2
0
2
2
年
1
月
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
工
科
大
学
内
で
は
マ
ス
ク
の

着
用
を
ま
だ
皆
さ
ん
し
て
お
り
、
現
在
の
日
本

よ
り
も
少
し
緩
い
く
ら
い
の
感
じ
で
し
た
）
の

中
、
対
面
で
の
ゼ
ミ
が
再
開
し
てC

O
V
ID
-19

海
外
長
期
出
張
体
験
記
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ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
農
業
系
産
業
廃
棄
物
を
活
用
し

た
グ
リ
ー
ン
マ
テ
リ
ア
ル
の
開
発
と
応
用
、
歩

行
の
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
研
究
と
転
倒
予
防
技

術
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
グ

リ
ー
ン
マ
テ
リ
ア
ル
の
開
発
と
応
用
で
は
、
米

ぬ
か
や
も
み
殻
を
原
料
と
す
る
硬
質
多
孔
性
炭

素
材
料
の
ナ
ノ
レ
ベ
ル
で
の
物
性
解
明
、
ト
ラ

イ
ボ
ロ
ジ
ー
特
性
の
解
明
と
、
同
材
料
を
用
い

た
低
摩
擦
・
耐
摩
耗
複
合
材
料
や
高
摩
擦
・
耐

摩
耗
複
合
材
料
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
複
合
材
料
を
用
い
る
こ
と
で
、

無
潤
滑
チ
ェ
ー
ン
や
水
潤
滑
す
べ
り
軸
受
、
電

動
車
い
す
の
駆
動
ユ
ニ
ッ
ト
な
ど
の
実
用
化
に

も
成
功
し
て
い
ま
す
。
転
倒
予
防
に
関
す
る
医

工
学
研
究
に
お
い
て
は
、
国
際
研
究
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
も
と
で
、
歩
行
中
の
す
べ
り
転
倒
メ

カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
、
高
齢
者
の
バ
ラ
ン
ス
評
価

に
関
す
る
研
究
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
超
耐

滑
作
業
靴
、
ハ
イ
グ
リ
ッ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

シ
ュ
ー
ズ
の
実
用
化
に
成
功
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
分
野
横
断
、
異
分
野
融
合
を
意

識
し
た
研
究
開
発
や
、
研
究
成
果
の
社
会
実
装

の
た
め
の
産
学
共
創
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
ま

す
。
今
後
は
、
ソ
フ
ト
マ
テ
リ
ア
ル
の
ト
ラ
イ

ボ
ロ
ジ
ー
研
究
な
ら
び
に
高
齢
者
の
転
倒
予
防

や
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
障
害
予
防
・
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
向
上
を
目
指
し
た
身
体
運
動
機
能
拡
張

に
関
す
る
研
究
開
発
を
通
し
て
、
次
世
代
の
安

全
、
安
心
か
つ
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
貢

献
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

私
を
育
て
て
く
だ
さ
っ
た
東
北
大
学
機
械
系

に
て
研
究
・
教
育
に
従
事
で
き
る
こ
と
に
喜
び

と
誇
り
を
感
じ
な
が
ら
、
機
械
系
の
さ
ら
な
る

発
展
と
次
世
代
人
材
の
育
成
に
尽
力
す
る
所
存

で
す
。
皆
様
か
ら
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

教
授
着
任
挨
拶

流
体
科
学
研
究
所　
教
授

髙
奈　
秀
匡

2
0
2
2
年
4
月
1
日
付
で
流
体
科
学
研
究

所 

流
動
創
成
研
究
部
門 

電
磁
機
能
流
動
研
究

分
野
の
教
授
に
昇
任
い
た
し
ま
し
た
髙
奈
秀
匡

と
申
し
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
機
械
系

同
窓
会
の
皆
様
に
ご
挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
私
は
、
2
0
0
4
年
に
東
京
工
業
大
学

大
学
院
総
合
理
工
学
研
究
科
に
お
い
て
学
位
を

取
得
後
、
流
体
学
研
究
所
の
助
手
に
着
任
い
た

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
助
教
、
講
師
、
准
教
授

を
経
て
現
在
に
至
り
ま
す
。
そ
の
間
、
そ
れ
ぞ

れ
2
か
月
と
い
う
短
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
ア
メ
リ
カ
の
オ
ハ
イ
オ
州
立
大
学
や
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
王
立
工
科
大
学
に
客
員
研
究
員
と

し
て
滞
在
し
、
共
同
研
究
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

と
い
う
貴
重
な
機
会
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
は
こ
れ
ま
で
「
機
能
性
流
体
工
学
」
を
基

盤
と
し
て
研
究
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

機
能
性
流
体
と
は
、
外
部
電
場
・
磁
場
に
よ
り

機
能
性
（
物
性
値
の
変
化
、
制
御
性
、
反
応
性

等
）
を
発
現
す
る
流
体
の
総
称
で
あ
り
、
代
表

的
な
機
能
性
流
体
と
し
て
は
、
プ
ラ
ズ
マ
流
、

M
R
流
体
、
磁
性
流
体
、
イ
オ
ン
液
体
等
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
機
能
性
流
体
を
作

動
媒
体
と
し
、
そ
の
優
れ
た
機
能
性
を
従
来
の

技
術
に
重
畳
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
付
加

感
染
に
気
を
付
け
な
が
ら
研
究
の
議
論
が
直
接

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
、
後
半
は
よ
り
充

実
し
た
研
究
生
活
を
過
ご
せ
ま
し
た
。
こ
の
度

の
在
外
研
究
で
は
以
上
の
よ
う
に
非
常
に
貴
重

な
経
験
を
積
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
改
め

て
関
係
者
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。教

授
着
任
挨
拶

フ
ァ
イ
ン
メ
カ
ニ
ク
ス
専
攻　
教
授

山
口　
　
健

2
0
2
2
年
4
月
1
日
付
で
、
フ
ァ
イ
ン
メ

カ
ニ
ク
ス
専
攻
ナ
ノ
メ
カ
ニ
ク
ス
講
座
の
教
授

に
昇
任
し
ま
し
た
山
口
健
と
申
し
ま
す
。

1
9
9
9
年
3
月
に
東
北
大
学
工
学
部
機
械
電

子
工
学
科
を
卒
業
し
、
同
年
4
月
に
東
北
大
学

大
学
院
工
学
研
究
科
機
械
電
子
工
学
専
攻
に
入

学
、
2
0
0
0
年
9
月
に
修
了
し
ま
し
た
。

2
0
0
0
年
10
月
に
東
北
大
学
大
学
院
工
学
研

究
科
助
手
に
着
任
し
、
2
0
0
8
年
3
月
に
博

士
（
工
学
）
の
学
位
を
取
得
後
、
2
0
1
0
年

12
月
ま
で
同
研
究
科
助
教
と
し
て
研
究
・
教
育

に
従
事
い
た
し
ま
し
た
。
2
0
1
0
年
3
月
～

2
0
1
1
年
1
月
ま
で
カ
ナ
ダ
ト
ロ
ン
ト
大
学

に
客
員
研
究
員
と
し
て
在
籍
し
、
2
0
1
1
年

1
月
東
北
大
学
大
学
院
工
研
究
科
准
教
授
に
昇

任
し
ま
し
た
。
な
お
、
2
0
1
5
年
４
月
よ
り

医
工
学
研
究
科
の
協
力
教
員
も
務
め
て
お
り海

外
長
期
出
張
体
験
記

教
授
着
任
挨
拶
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価
値
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
機
器
や
シ
ス
テ

ム
の
高
性
能
化
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

近
年
で
は
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」、「
環
境
」、「
新

材
料
創
製
」
に
研
究
の
基
軸
を
置
き
、
機
能
性

流
体
工
学
と
異
分
野
の
融
合
に
よ
り
、
学
際
的

研
究
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

反
応
性
プ
ラ
ズ
マ
に
よ
る
燃
焼
促
進
や
風
力
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
高
度
利
用
を
目
指
し
た
電
磁
制
御

装
置
の
開
発
、
イ
オ
ン
液
体
静
電
噴
霧
に
よ
る

二
酸
化
炭
素
分
離
・
吸
収
、電
場
印
加
型
フ
ロ
ー

フ
ォ
ー
カ
シ
ン
グ
法
に
よ
る
高
強
度
セ
ル
ロ
ー

ス
単
繊
維
創
製
法
の
確
立
な
ど
に
挑
ん
で
お
り

ま
す
。
今
後
は
、
自
律
型
流
体
な
ど
の
新
た
な

機
能
性
流
体
の
創
出
、
さ
ら
に
は
、
知
能
化
に

よ
る
自
律
型
流
動
シ
ス
テ
ム
の
創
成
な
ど
の
研

究
に
も
取
り
組
み
、
新
た
な
学
術
分
野
を
開
拓

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
研
究
教

育
を
通
し
て
次
世
代
を
担
う
人
材
を
育
成
し
、

社
会
に
貢
献
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、
今

後
と
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

准
教
授
着
任
挨
拶

機
械
機
能
創
成
専
攻　
准
教
授

村
島　
基
之

2
0
2
2
年
4
月
1
日
付
で
、
機
械
機
能
創

成
専
攻
ナ
ノ
界
面
制
御
工
学
分
野
の
准
教
授
に

着
任
し
ま
し
た
村
島
基
之
と
申
し
ま
す
。
私
の

出
身
は
愛
知
県
大
府
市
で
、
2
0
0
4
年
に
名

古
屋
大
学
工
学
部
機
械
航
空
工
学
科
に
入
学
い

た
し
ま
し
た
。
2
0
1
0
年
に
名
古
屋
大
学
大

学
院
工
学
研
究
科
機
械
理
工
学
専
攻
を
修
了
し

た
後
、
日
本
ガ
イ
シ
株
式
会
社
に
て
2
年
と
半

年
に
わ
た
り
半
導
体
製
造
装
置
向
け
の
セ
ラ

ミ
ッ
ク
ス
ヒ
ー
タ
ー
の
開
発
に
従
事
い
た
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
名
古
屋
大
学
大
学
院
工
学
研

究
科
機
械
理
工
学
専
攻
の
博
士
後
期
課
程
へ

入
学
し
博
士
（
工
学
）
の
学
位
を
取
得
、

2
0
1
6
年
4
月
よ
り
同
専
攻
の
助
教
を
経
た

後
、
本
学
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
。

私
は
こ
れ
ま
で
、
材
料
同
士
が
接
触
し
て
い

る
界
面
に
お
い
て
生
じ
る
摩
擦
や
付
着
特
性
を

電
場
等
の
制
御
に
よ
り
能
動
的
に
変
化
さ
せ
る

技
術
の
研
究
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
研
究
は
、
ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー
分
野
の
研

究
に
位
置
付
け
ら
れ
ま
す
。
摩
擦
や
摩
耗
に
代

表
さ
れ
る
ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー
現
象
は
、
機
械
の

効
率
性
・
信
頼
性
・
寿
命
に
影
響
を
与
え
る
重

要
な
も
の
で
す
。
そ
こ
で
は
、機
械
的
作
用（
接

触
応
力
、
破
壊
、
表
面
粗
さ
な
ど
）・
化
学
的

作
用
（
摩
擦
に
よ
る
化
学
反
応
、
反
応
生
成
物

の
堆
積
な
ど
）・
応
用
物
理
学
的
作
用
（
ト
ラ

イ
ボ
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ズ
マ
）
な
ど
が
同
時
に
生

じ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー

分
野
で
は
様
々
な
専
門
分
野
の
研
究
者
に
よ
る

交
流
が
必
要
で
す
。
摩
擦
の
能
動
的
制
御
技
術

に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
も
、
異
な
る
専
門
を

有
す
る
研
究
者
の
方
々
の
力
を
借
り
な
が
ら
、

実
際
の
接
触
状
況
や
潤
滑
油
流
れ
の
可
視
化
を

実
施
す
る
こ
と
で
、
制
御
し
た
い
摩
擦
系
に
お

け
る
支
配
的
な
現
象
を
明
ら
か
に
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
基
礎
的
な
ト
ラ
イ
ボ
ロ

ジ
ー
現
象
の
解
明
は
、
能
動
的
な
界
面
制
御
技

術
の
開
発
へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。
今
後
は
、

こ
れ
ま
で
に
得
た
知
見
を
分
子
レ
ベ
ル
の
現
象

へ
と
拡
張
す
る
こ
と
で
、
ク
リ
ー
ン
な
水
潤
滑

に
お
け
る
有
機
物
を
用
い
た
超
低
摩
擦
・
高
負

荷
荷
重
の
潤
滑
技
術
な
ど
、
ナ
ノ
領
域
で
の
潤

滑
物
質
制
御
技
術
の
確
立
に
向
け
て
邁
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
今
後
は
、
成
長
の
機
会
を
多
数
与
え

て
い
た
だ
い
た
諸
先
輩
方
の
ご
恩
に
報
い
る
た

め
、
続
く
世
代
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
ま
い

り
ま
す
。
世
界
最
先
端
の
研
究
活
動
を
通
じ
た

学
生
指
導
、
そ
し
て
こ
れ
ま
で
頂
い
て
き
た
知

恵
を
次
世
代
の
研
究
者
に
引
き
継
い
で
い
く
所

存
で
す
。
今
後
は
、
東
北
大
学
機
械
系
の
メ
ン

バ
ー
の
一
員
と
し
て
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

を
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

准
教
授
着
任
挨
拶

機
械
機
能
創
成
専
攻　
准
教
授

鈴
木　
杏
奈

2
0
2
1
年
11
月
1
日
付
で
、
流
体
科
学
研

究
所
複
雑
流
流
動
創
成
研
究
部
門
自
然
構
造
デ

ザ
イ
ン
研
究
分
野
の
准
教
授
に
昇
進
い
た
し
ま

し
た
鈴
木
杏
奈
で
す
。
2
0
0
5
年
に
東
北
大

学
工
学
部
機
械
知
能
・
航
空
工
学
科
に
入
学
し
、

機
械
系
に
お
世
話
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
橋
田
俊
之
研
究
室
で
2
0
1
4
年
3
月

に
博
士
号
を
取
得
し
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
工
学
科
、
東
京
大
学
大
学
院

准
教
授
着
任
挨
拶
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航
空
宇
宙
工
学
専
攻　
准
教
授

久
谷　
雄
一

令
和
4
年
4
月
に
工
学
研
究
科
航
空
宇
宙
工

学
専
攻
空
力
設
計
学
分
野
の
准
教
授
に
着
任
い

た
し
ま
し
た
久
谷
雄
一
と
申
し
ま
す
。
東
北
大

学
大
学
院
工
学
研
究
科
と
い
う
研
究
お
よ
び
教

育
環
境
が
素
晴
ら
し
い
場
所
で
仕
事
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
い
る
と

と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
環
境
を
長
年
に
渡
り
整

え
て
来
ら
れ
た
教
職
員
の
方
々
に
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

私
は
大
阪
大
学
大
学
院
基
礎
工
学
研
究
科
に

お
い
て
修
士
課
程
を
修
了
し
た
後
、U

niver-
sity of Southam

pton 

（
英
国
） 
で
P
h
D

の
学
位
を
取
得
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、

Research Fellow
 

（U
niversity of South-

am
pton

）、C
FD

 aerodynam
icist 

（M
er-

cedes F1 team

）、
2
0
1
6
年
10
月
か
ら

本
学
工
学
研
究
科
航
空
宇
宙
工
学
専
攻
計
算
空

気
力
学
分
野
の
助
教
を
経
て
、
現
在
に
至
り
ま

す
。私

の
現
在
の
専
門
分
野
は
数
値
流
体
計
算
力

学
で
あ
り
、
本
学
で
は
主
に
航
空
宇
宙
工
学
分

野
で
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
念
頭
に
お
い
た

圧
縮
性
流
体
の
高
精
度
数
値
計
算
手
法
の
構
築

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
例
え
ば
、
数
値
流

体
計
算
の
分
野
で
は
、
流
体
が
物
理
的
に
も
つ

粘
性
に
加
え
て
人
工
的
な
粘
性
を
付
加
す
る
こ

と
で
数
値
計
算
の
安
定
化
を
は
か
る
こ
と
が
一

般
的
で
す
。
そ
の
た
め
一
般
的
な
数
値
流
体
計

算
手
法
を
用
い
た
場
合
に
は
、
人
工
的
に
付
加

さ
れ
た
非
物
理
的
な
粘
性
が
高
精
度
流
体
計
算

を
行
う
の
に
障
害
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

こ
で
我
々
は
支
配
方
程
式
で
は
直
接
解
い
て
い

な
い
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
と

い
っ
た
流
体
に
と
っ
て
重
要
な
物
理
も
満
た
す

よ
う
に
支
配
方
程
式
の
離
散
化
を
工
夫
し
、
人

工
的
な
粘
性
を
付
加
す
る
こ
と
な
く
数
値
安
定

性
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
た
数
値
計
算
手
法
を

提
案
い
た
し
ま
し
た
。
例
え
ば
私
が
所
属
す
る

研
究
グ
ル
ー
プ
で
は
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

富
岳
の
成
果
創
出
加
速
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と

し
て
航
空
機
全
機
周
り
の
大
規
模
高
精
度
流
体

計
算
を
成
功
さ
せ
て
い
ま
す
が
、
東
北
大
学
に

お
い
て
新
た
に
構
築
し
た
数
値
計
算
手
法
が
な

け
れ
ば
そ
の
成
果
が
得
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
。

ま
た
最
近
で
は
あ
ま
り
流
体
力
学
分
野
で
は

馴
染
み
の
な
か
っ
た
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用

い
た
研
究
も
始
め
て
お
り
ま
す
。
量
子
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
取
り
入
れ
た
研
究
を
行
う
こ
と

は
、
次
世
代
の
数
値
流
体
計
算
力
学
を
見
据
え

た
準
備
を
進
め
る
だ
け
で
な
く
、
今
後
量
子
コ

ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
流
体
力
学
の
二
つ
が

double m
ajor

と
な
る
人
材
を
育
て
る
た
め

の
有
用
な
教
材
を
創
出
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が

る
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
非
常
に
微
力
な
が
ら
本
学
の
更
な
る

発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
教
育
・
研
究
に
邁
進

す
る
所
存
で
す
。
ど
う
か
今
後
と
も
皆
様
か
ら

の
ご
指
導
、
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

数
理
科
学
研
究
科
で
ポ
ス
ド
ク
後
、
2
0
1
6

年
11
月
に
流
体
科
学
研
究
所
の
助
教
に
着
任

し
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

地
熱
資
源
は
、
雨
が
地
面
に
浸
透
し
、
長
い

時
間
を
か
け
て
地
下
の
熱
で
温
ま
っ
た
も
の
な

の
で
、
無
限
に
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
の
研
究
で
は
、水
を
人
工
的
に
地
下
に
戻
し
、

地
下
の
熱
で
温
め
て
再
び
利
用
す
る
水
の
循
環

サ
イ
ク
ル
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
3
D
プ
リ
ン
タ
で
作
製
し
た
模
擬
岩

石
を
利
用
し
た
流
動
実
験
や
数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
等
を
通
し
て
、
ま
た
、
ト
ポ
ロ
ジ
ー
や

非
整
数
階
微
分
と
呼
ば
れ
る
数
学
を
活
用
し
な

が
ら
、
複
雑
な
岩
石
構
造
内
の
流
れ
の
解
明
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。 

一
方
、
科
学
技
術
の
発
展
だ
け
が
唯
一
の
解

で
は
な
い
と
感
じ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
地
域

住
民
や
企
業
、
行
政
の
関
係
者
な
ど
と
地
域
活

動
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
地
域
資

源
と
社
会
と
技
術
の
あ
り
方
を
探
究
し
、
論
理

だ
け
で
な
く
感
性
に
着
目
し
た
地
域
共
創
の
デ

ザ
イ
ン
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

不
確
性
が
高
く
、
将
来
の
予
測
が
不
可
能
な

時
代
で
は
あ
り
ま
す
が
、
学
生
さ
ん
が
一
歩
踏

み
だ
す
自
信
を
つ
く
よ
う
な
教
育
や
研
究
活
動

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
層
の
努
力

を
続
け
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
か
ら
の
ご
指

導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
何
卒
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

准
教
授
着
任
挨
拶
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ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
専
攻　
准
教
授

猪
股　
直
生

2
0
2
2
年
4
月
1
日
付
で
、
ロ
ボ
テ
ィ
ク

ス
専
攻
ナ
ノ
シ
ス
テ
ム
講
座
の
准
教
授
に
着
任

し
ま
し
た
猪
股
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は

2
0
0
7
年
度
に
東
北
大
学
工
学
部
機
械
・
知

能
系
を
卒
業
し
、
2
0
0
9
年
度
に
同
大
学
院

工
学
研
究
科
バ
イ
オ
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
専
攻
で
修

士
号
を
、
2
0
1
2
年
度
に
機
械
シ
ス
テ
ム
デ

ザ
イ
ン
工
学
専
攻
で
博
士
号
を
取
得
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
同
マ
イ
ク
ロ
シ
ス
テ
ム
融
合
研

究
開
発
セ
ン
タ
ー
・
助
教
（
2
0
1
3
年
度
～

2
0
1
6
年
度
）、
同
大
学
院
工
学
研
究
科
機

械
機
能
創
成
専
攻
・
助
教
（
2
0
1
6
年
度
～

2
0
2
1
年
度
）
を
経
て
、現
在
に
至
り
ま
す
。

そ
し
て
本
稿
を
ド
イ
ツ
・Frankfurt

（O
der

）

に
て
執
筆
し
て
い
ま
す
（
2
0
2
2
年
11
月
）。

工
学
研
究
科
若
手
教
員
長
期
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
通
じ
てIH

P－
Innovation for high 

perform
ance electronics

の
visiting re-

searcher

と
し
て
滞
在
中
で
す
。
皆
様
ご
存

じ
のFrankfurt am

 M
ain

で
は
な
く
、

Berlin

か
ら
東
へ
約
1
0
0

km
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
と
の
国
境
に
あ
る
街
で
す
。
日
本
と
ド
イ
ツ

の
働
き
方
、
社
会
の
シ
ス
テ
ム
の
違
い
に
印
象

を
受
け
な
が
ら
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
私
の
研
究
分
野
は
マ
イ
ク
ロ
シ
ス
テ

ム
を
用
い
た
高
感
度
セ
ン
シ
ン
グ
と
そ
の
関
連

技
術
で
す
。
セ
ン
サ
は
過
去
～
現
在
～
未
来
を

問
わ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
必
要
な
デ
バ
イ
ス

で
あ
り
、
特
に
マ
イ
ク
ロ
シ
ス
テ
ム
・
セ
ン
サ

は
昨
今
話
題
のInternet of Things

（
I
o
T
）

やInform
ation and C

om
m
unication 

Technology 

（
I
C
T
） 

を
ハ
ー
ド
面
で
支

え
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
マ
イ
ク
ロ
シ
ス
テ
ム
は
一
言
で
は
説
明
で

き
な
い
ほ
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
修
士
課
程

で
は
マ
イ
ク
ロ
流
体
シ
ス
テ
ム
、
博
士
課
程
か

ら
助
教
時
代
ま
で
は
微
小
電
気
機
械
シ
ス
テ
ム

（
M
E
M
S
） 

を
主
に
取
り
扱
い
、
機
械
的
ま

た
は
電
気
的
な
手
法
を
軸
と
し
た
高
感
度
セ
ン

サ
、
特
に
温
度
セ
ン
サ
に
焦
点
を
当
て
、
単
一

細
胞
の
温
度
計
測
や
ヒ
ュ
ー
マ
ン
セ
ン
シ
ン
グ

に
関
す
る
研
究
、
新
原
理
の
温
度
セ
ン
サ
の
研

究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

本
ナ
ノ
シ
ス
テ
ム
講
座
で
は
、
メ
タ
マ
テ
リ

ア
ル
に
よ
る
光
制
御
革
新
と
社
会
実
装
を
主
要

な
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。
私
の
研
究

分
野
に
お
い
て
、
従
来
の
機
械
、
電
気
に
光
学

が
加
わ
り
ま
す
。「
こ
れ
ま
で
観
測
で
き
な
か
っ

た
こ
と
を
計
測
で
き
る
よ
う
に
」を
合
言
葉
に
、

ナ
ノ
～
マ
イ
ク
ロ
～
マ
ク
ロ
の
ス
ケ
ー
ル
の
階

層
に
捕
ら
わ
れ
な
い
「
ヒ
ト
を
測
る
」
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
を
実
現
し
ま
す
。
マ
イ
ク
ロ
シ
ス

テ
ム
は
現
代
社
会
の
ど
こ
で
で
も
使
用
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
先
の
時
代
に
お
い
て
も
需
要
が
無

く
な
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
分
、
融

合
分
野
と
し
て
幅
広
い
、
か
つ
深
い
知
識
が
必

要
で
す
。
常
に
情
報
の
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
巡
ら

せ
て
社
会
の
一
助
に
な
る
研
究
が
で
き
る
よ

う
、
そ
し
て
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育

成
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

フ
ァ
イ
ン
メ
カ
ニ
ク
ス
専
攻　
准
教
授

白
須　
圭
一

令
和
4
年
4
月
1
日
付
で
フ
ァ
イ
ン
メ
カ
ニ

ク
ス
専
攻
材
料
シ
ス
テ
ム
評
価
学
分
野
の
准
教

授
に
着
任
し
ま
し
た
白
須
圭
一
と
申
し
ま
す
。

同
窓
会
誌
に
て
ご
挨
拶
の
機
会
を
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
平
成
27
年
に
環
境
科
学
研
究
科
に
て
博

士
の
学
位
を
取
得
後
に
工
学
研
究
科
附
属
先
端

材
料
強
度
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
に
て
4
年
間
ポ

ス
ド
ク
お
よ
び
助
教
と
し
て
所
属
し
、
カ
ー
ボ

ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
を
用
い
た
複
合
材
料
の
高
強

度
・
高
靱
性
化
、
高
機
能
化
に
関
す
る
研
究
に

従
事
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
物
質
・
材

料
研
究
機
構
に
半
年
間
所
属
し
た
後
に
、
令
和

元
年
11
月
よ
り
工
学
研
究
科
航
空
宇
宙
工
学
専

攻
材
料
・
構
造
ス
マ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
学
分
野
の

准
教
授
に
着
任
し
、
航
空
機
向
け
炭
素
繊
維
強

化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
C
F
R
P
）
の
力
学
特
性
、

損
傷
破
壊
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
実
験
・
解
析

評
価
や
C
F
R
P
の
母
材
で
あ
る
エ
ポ
キ
シ
樹

脂
の
力
学
特
性
お
よ
び
熱
的
特
性
発
現
メ
カ
ニ

ズ
ム
に
関
す
る
研
究
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
し

た
。こ

れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
て
、
今
後
は

C
F
R
P
の
3
D
造
形
技
術
の
開
拓
を
進
め
る

と
と
も
に
、
こ
の
技
術
を
金
属
材
料
の
上
に
直

准
教
授
着
任
挨
拶

准
教
授
着
任
挨
拶
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後
の
2
0
1
2
年
、文
部
科
学
省
・
復
興
庁
「
東

北
発
素
材
技
術
先
導
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー:

栗
原
和
枝
教
授
）
に
参

画
を
す
る
た
め
、
本
学
に
出
向
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
し
た
。
出
向
前
ま
で
は
新
型
車
の

企
画
や
開
発
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
研
究
で
な
く
技

術
開
発
の
仕
事
に
従
事
し
て
お
り
、
私
に
と
っ

て
は
非
常
に
大
き
な
転
機
に
な
り
ま
し
た
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、
摩
擦
・
潤
滑
の
研
究

分
野
を
足
立
幸
志
教
授
の
ご
指
導
の
下
学
び
、

学
生
時
代
の
材
料
の
知
識
を
活
か
し
、
必
死
に

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
た
の
を
思
い
出
し
ま

す
。東
北
地
域
の
活
性
化
へ
の
貢
献
も
す
べ
く
、

私
自
身
の
地
域
企
業
と
の
つ
な
が
り
や
フ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
か
し
、
よ
り
有
益
な
成
果
を
生
む

べ
く
研
究
に
励
み
ま
し
た
。

企
業
の
人
材
が
大
学
に
入
り
込
み
、
大
学
の

先
生
方
と
ア
ン
ダ
ー
ワ
ン
ル
ー
フ
で
研
究
活
動

に
取
り
組
む
こ
と
が
有
益
で
あ
る
こ
と
を
、
身

を
も
っ
て
感
じ
、
2
0
1
9
年
か
ら
は
研
究
の

可
能
性
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
共
同
研
究

講
座
「
先
端
自
動
車
ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー
材
料
研

究
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
摩
擦
・
潤

滑
の
研
究
に
留
ま
ら
ず
、
農
学
研
究
科
や
情
報

科
学
研
究
科
な
ど
、
様
々
な
研
究
分
野
の
先
生

方
と
交
流
し
、
企
業
側
の
視
野
も
広
が
り
、
将

来
的
な
課
題
に
新
た
な
切
り
口
で
取
組
む
き
っ

か
け
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
個
社
だ
け
で
取
組
む
こ
と
が
困
難

な
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
や
C
A
S
E
な

ど
の
自
動
車
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
革
、

産
学
連
携
の
仕
組
み
と
し
て
の
共
創
研
究
所
の

仕
組
み
が
出
来
た
こ
と
も
あ
り
、
よ
り
大
学
と

将
来
を
見
据
え
考
え
る
場
を
作
ろ
う
と
い
う
意

思
の
元
、
前
述
の
共
創
研
究
所
を
設
立
致
し
ま

し
た
。
ク
ル
マ
づ
く
り
を
通
じ
て
東
北
を
元
気

に
し
た
い
と
い
う
想
い
で
生
ま
れ
た
ト
ヨ
タ
自

動
車
東
日
本
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
、
地
域
の

方
々
と
共
生
し
、
地
域
の
産
業
や
自
然
と
融
和

し
た
新
た
な
モ
ノ
づ
く
り
を
実
現
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
。
本
共
創
研
究
所
を
し
っ

か
り
と
リ
ー
ド
し
、
様
々
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続

け
な
が
ら
、
産
学
連
携
の
良
い
モ
デ
ル
事
例
と

な
る
よ
う
引
き
続
き
尽
力
を
し
て
参
り
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

助
教
着
任
挨
拶

機
械
機
能
創
成
専
攻　
助
教

杉
本　
　
真

2
0
2
2
年
4
月
1
日
付
で
工
学
研
究
科
機

械
機
能
創
成
専
攻
流
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
工
学
分
野

の
助
教
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
、
杉
本
真
と
申

し
ま
す
。
出
身
は
和
歌
山
県
和
歌
山
市
で
、
地

元
和
歌
山
の
高
校
を
卒
業
後
、
2
0
1
3
年
4

月
に
大
阪
府
立
大
学
工
学
域
（
現
大
阪
公
立
大

学
工
学
部
）
に
入
学
し
、
2
0
1
7
年
3
月
に

卒
業
し
ま
し
た
。
同
年
4
月
か
ら
2
0
1
9

年
3
月
ま
で
大
阪
府
立
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
機
械
系
専
攻
博
士
前
期
課
程
に
在
籍
し
修

了
、
そ
の
後
、
同
博
士
後
期
課
程
に
進
学
し
、

2
0
2
2
年
3
月
に
博
士
（
工
学
）
の
学
位
を

取
得
し
ま
し
た
。

大
阪
府
立
大
学
で
は
伝
熱
工
学
研
究
グ
ル
ー

プ
（
須
賀
一
彦
研
究
室
）
に
在
籍
し
、
一
貫
し

て
気
液
混
相
流
の
数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

接
造
形
・
接
合
し
た
マ
ル
チ
マ
テ
リ
ア
ル
化
や

C
F
R
P
の
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
へ
発
展
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
一

連
の
研
究
で
は
、
複
合
材
料
だ
け
で
な
く
構
成

要
素
で
あ
る
母
材
樹
脂
お
よ
び
強
化
材
の
原

子
・
分
子
ス
ケ
ー
ル
で
の
構
造
・
特
性
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
解
析
や
放
射
光
を
利
用
し
た
ナ
ノ

構
造
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
に
よ
る
力
学
特
性
・
機
能

性
発
現
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
が
重
要
だ
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
研
究
課
題
は
昨
今
注

目
さ
れ
て
い
る
カ
ー
ボ
ン
・
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社

会
実
現
に
向
け
て
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
研
究
教
育
活
動
を
通
じ
て
人
材

育
成
と
社
会
貢
献
に
努
め
て
い
く
所
存
で
す
。

今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

特
任
准
教
授
着
任
挨
拶

　
機
械
機
能
創
成
専
攻　
特
任
准
教
授

小
池　
　
亮

2
0
2
2
年
4
月
付
で
、
東
北
大
学
×
ト
ヨ

タ
自
動
車
東
日
本
「
環
境
融
和
も
の
づ
く
り
共

創
研
究
所
」
を
設
立
し
、
特
任
准
教
授
に
着
任

を
致
し
ま
し
た
小
池
亮
と
申
し
ま
す
。
東
北
に

拠
点
を
持
つ
ト
ヨ
タ
自
動
車
東
日
本
（
株
）
と

の
兼
務
で
総
合
研
究
棟
に
常
駐
を
し
て
お
り
ま

す
。東

北
大
学
に
常
駐
を
開
始
し
た
の
は
、
震
災特

任
准
教
授
着
任
挨
拶

助
教
着
任
挨
拶
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従
事
し
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
多
孔
体
に
代
表

さ
れ
る
複
雑
構
造
周
り
に
お
け
る
気
液
混
相
流

現
象
に
興
味
が
あ
り
、
複
雑
構
造
表
面
に
お
け

る
濡
れ
を
高
精
度
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
す
る
た
め

の
計
算
手
法
の
開
発
や
、
多
孔
体
内
部
へ
の
微

小
液
滴
の
浸
潤
現
象
の
解
明
に
向
け
た
研
究
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
最
近
は
自
動
車
用
動
力
伝

達
技
術
研
究
組
合
か
ら
の
委
託
研
究
に
も
参
画

し
、
電
気
自
動
車
の
ス
テ
ー
タ
コ
イ
ル
の
油
冷

効
率
の
向
上
を
目
指
し
た
研
究
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
の
他
に
も
気
液
間
の
相
変
化
現
象
に

も
興
味
が
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
発
展
途
上
で
は
あ

り
ま
す
が
、
複
雑
構
造
周
り
に
お
け
る
液
の
蒸

発
を
高
精
度
に
再
現
可
能
な
計
算
手
法
の
開
発

も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
所
属
し
て
い
る
茂
田
・
杉
本
研
究
室
で

は
プ
ラ
ズ
マ
流
体
工
学
を
研
究
の
主
軸
に
置
い

て
い
ま
す
。
プ
ラ
ズ
マ
は
着
任
前
の
私
に
と
っ

て
馴
染
み
深
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
研
究
室
の
学
生
達
と
も
協
力
し
な
が
ら
基

礎
か
ら
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
自
ら
の
研
究
と
プ
ラ
ズ
マ
流
体
工
学
を

融
合
し
、
学
界
お
よ
び
産
業
界
に
新
風
を
吹
き

込
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
自
己
研
鑽
に
励
ん

で
参
り
ま
す
。

4
月
に
着
任
し
て
か
ら
は
、
機
械
知
能
・
航

空
実
験
I
、
II
の
授
業
を
担
当
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
自
分
の
力
不
足
を
痛

感
す
る
と
と
も
に
、
学
生
指
導
・
人
材
育
成
へ

の
や
り
が
い
を
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。教
育
・

研
究
と
も
に
一
層
努
力
し
、
本
学
の
更
な
る
発

展
の
一
助
と
な
れ
る
よ
う
精
進
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

フ
ァ
イ
ン
メ
カ
ニ
ク
ス
専
攻　
助
教

久
慈
千
栄
子

2
0
2
2
年
4
月
1
日
付
で
フ
ァ
ン
メ
カ
ニ

ク
ス
専
攻
先
進
フ
ァ
イ
ン
メ
カ
ニ
ク
ス
講
座
に

助
教
と
し
て
着
任
し
、
祖
山
研
究
室
で
仕
事
を

し
て
お
り
ま
す
、
久
慈
千
栄
子
と
申
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
ご
挨
拶
の
機
会
を
頂
き
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
地
元
岩
手
県
の
高
校
を
卒
業
後
、
本

学
の
機
械
知
能
・
航
空
工
学
科
に
入
学
し
ま
し

た
。
学
部
3
年
生
よ
り
厨
川
常
元
先
生
の
研
究

室
に
て
加
工
学
を
学
び
、
2
0
1
6
年
3
月
に

本
学
工
学
研
究
科
機
械
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
工

学
専
攻
の
修
士
課
程
を
修
了
、
同
年
4
月
に
富

士
フ
イ
ル
ム
株
式
会
社
に
入
社
し
ま
し
た
。
生

産
技
術
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
工
場
の
工
程
改
善

業
務
に
従
事
す
る
中
で
、
研
究
者
の
立
場
か
ら

現
場
に
寄
り
添
っ
た
も
の
づ
く
り
技
術
の
開
発

に
取
り
組
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
生
ま
れ
、

2
0
1
8
年
9
月
よ
り
公
益
財
団
法
人
い
わ
て

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
に
転
職
し
ま
し
た
。
財
団

で
は
、
地
元
の
中
小
企
業
様
に
向
け
た
研
究
支

援
に
従
事
す
る
と
と
も
に
、
2
0
1
9
年
4
月

に
本
学
大
学
院
工
学
研
究
科
機
械
機
能
創
成
専

攻
に
社
会
人
博
士
と
し
て
編
入
学
、
2
0
2
2

年
3
月
に
博
士
号
を
取
得
し
ま
し
た
。

現
在
は
、
自
ら
の
専
門
で
あ
る
加
工
学
を
主

軸
と
し
て
材
料
学
や
計
測
学
に
も
注
力
し
、
難

削
材
で
あ
る
ア
モ
ル
フ
ァ
ス
合
金
の
組
織
制
御

に
よ
る
加
工
性
向
上
に
関
す
る
研
究
等
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
学
生
へ
の
指
導
に

切
磋
琢
磨
す
る
中
で
、
企
業
で
は
味
わ
う
こ
と

が
出
来
な
い
充
実
感
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
研

究
者
、
教
育
者
と
し
て
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
先
輩
方
が
築
い
て
き
た
機
械
系

を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て
い
け
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
か
ら
の
ご
指
導
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

助
教
着
任
挨
拶

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
専
攻　
助
教

松
林　
英
明

２
０
２
２
年
４
月
１
日
付
で
、
ロ
ボ
テ
ィ
ク

ス
専
攻
・
分
子
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
分
野
、
村
田
／

野
村
研
究
室
の
助
教
（
学
際
科
学
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
研
究
所
所
属
）と
し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た
。

私
は
、
２
０
１
１
年
に
東
京
大
学
工
学
部
化
学

生
命
工
学
科
を
卒
業
後
、
２
０
１
６
年
に
東
京

大
学
新
領
域
創
成
科
学
研
究
科
に
て
タ
ン
パ
ク

質
の
試
験
管
内
合
成
の
研
究
で
学
位
を
取
得

し
、
２
０
１
６
年
４
月
か
ら
２
０
２
２
年
３
月

ま
で
、
ジ
ョ
ン
ズ
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
の
博
士
研

究
員
と
し
て
、
細
胞
運
動
を
分
子
で
再
現
す
る

研
究
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

助
教
着
任
挨
拶

助
教
着
任
挨
拶
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す
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、
微
力
な

が
ら
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
指

導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

航
空
宇
宙
工
学
専
攻　
特
任
助
教

佐
々
木
康
雄

2
0
2
2
年
10
月
1
日
付
で
航
空
宇
宙
工
学

専
攻
、
実
験
空
気
力
学
分
野
の
特
任
助
教
と
し

て
着
任
い
た
し
ま
し
た
、
佐
々
木
康
雄
と
申
し

ま
す
。
こ
の
度
は
本
誌
に
て
着
任
の
ご
挨
拶
を

す
る
機
会
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
学
部
4
年
次
か
ら
博
士
課
程
修
了
ま
で

の
6
年
間
、
名
古
屋
大
学
航
空
宇
宙
工
学
専
攻

制
御
シ
ス
テ
ム
工
学
研
究
グ
ル
ー
プ
に
お
い

て
、
椿
野
大
輔
准
教
授
の
ご
指
導
の
も
と
制
御

工
学
・
制
御
理
論
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。
博
士

課
程
修
了
後
、
現
在
所
属
し
て
い
る
東
北
大
学

の
野
々
村
拓
准
教
授
の
研
究
室
で
ポ
ス
ド
ク
と

し
て
雇
わ
れ
ま
し
た
。

私
は
、
学
部
4
年
次
か
ら
一
貫
し
て
、
流
体

場
に
対
す
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
制
御
則
の
設
計

に
関
す
る
研
究
を
続
け
て
い
ま
す
。
自
動
車
や

航
空
機
な
ど
の
機
器
に
加
わ
る
空
気
抵
抗
や
揚

力
は
、
そ
れ
ら
を
と
り
ま
く
流
体
場
の
状
態
に

依
存
す
る
た
め
、
古
く
か
ら
流
体
場
の
状
態
を

制
御
す
る
試
み
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。近
年
、

流
体
デ
バ
イ
ス
の
発
展
に
伴
っ
て
、
流
体
場
を

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
形
式
で
制
御
す
る
こ
と
で
、

流
体
場
を
工
学
的
に
所
望
の
状
態
に
近
づ
け
る

こ
と
が
で
き
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
流
体
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
は
複
雑
で
あ
る
た

め
、
計
測
さ
れ
る
流
体
場
の
物
理
量
か
ら
ア
ク

チ
ュ
エ
ー
タ
の
駆
動
量
を
計
算
す
る
制
御
則

を
、
流
体
場
が
所
望
の
状
態
へ
と
近
づ
く
よ
う

に
設
計
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
工
学
的
に

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
は
こ
の
課

題
に
対
処
す
る
た
め
、
厳
密
な
物
理
モ
デ
ル
に

基
づ
く
最
適
制
御
理
論
と
機
械
学
習
を
組
み
合

わ
せ
、
流
体
場
に
対
す
る
制
御
則
設
計
の
体
系

の
構
築
を
進
め
て
い
ま
す
。

研
究
以
外
に
は
、
グ
リ
ー
ン
×
デ
ジ
タ
ル
産

学
共
創
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
（G

reD
i

）
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。G

reD
i

で
は
主
に
2
0
2
3

年
4
月
か
ら
新
た
に
開
講
さ
れ
る
オ
ム
ニ
バ
ス

形
式
の
講
義
の
編
成
を
、
東
北
大
学
の
先
生
方

の
ご
助
言
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め

て
い
ま
す
。
将
来
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
で
の
キ
ャ

リ
ア
を
考
え
る
と
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

本
学
で
は
研
究
者
と
し
て
は
、
効
果
的
な
流

体
場
に
対
す
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
制
御
を
実
現

に
近
づ
け
、
社
会
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
教
育
者
と
し
て
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
研

究
指
導
を
通
じ
て
、
社
会
の
一
線
で
活
躍
で
き

る
よ
う
な
学
生
を
世
に
送
り
出
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
か
ら
の
ご

指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

特
任
助
教
着
任
挨
拶

近
年
、「
合
成
生
物
学
」
や
「
人
工
細
胞
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
、
生
体
分
子
の
反
応
を

構
成
的
に
デ
ザ
イ
ン
し
、
医
療
や
産
業
に
応
用

し
よ
う
と
す
る
研
究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
生
き
て
い
る
細
胞
に
人
工
的
な
遺
伝
子
回

路
等
を
導
入
し
、
従
来
の
細
胞
が
持
っ
て
い
な

か
っ
た
機
能
を
構
築
す
るin vivo

（
ラ
テ
ン

語
で
″
生
体
内
の
〟
の
意
味
）
の
方
法
論
と
、

生
き
て
い
な
い
分
子
を
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
に
組
み

上
げ
て
細
胞
の
よ
う
な
機
能
単
位
を
人
工
的
に

構
築
し
よ
う
と
す
るin vitro

（
ラ
テ
ン
語
で

″
試
験
管
内
の
〟
の
意
味
）
の
方
法
論
の
、
大

き
く
２
つ
の
方
法
論
が
あ
り
ま
す
。そ
の
中
で
、

私
は
後
者
のin vitro

の
方
法
論
に
基
づ
い

て
、
細
胞
の
「
運
動
」
を
分
子
で
再
現
す
る
研

究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

免
疫
細
胞
な
ど
の
運
動
性
の
細
胞
は
、
異
物

の
除
去
や
、
損
傷
部
位
の
修
復
の
際
に
、
標
的

に
向
か
っ
て
自
ら
動
く
能
力
を
持
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
運
動
能
を
、
細
胞
と
同
じ
脂

質
二
重
膜
で
形
成
し
た
µm
サ
イ
ズ
の
ベ
シ
ク
ル

（
小
胞
）
中
に
、
細
胞
骨
格
分
子
を
封
入
す
る

こ
と
で
再
現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
言
い

換
え
れ
ば
、
細
胞
サ
イ
ズ
の
分
子
ロ
ボ
ッ
ト
に

お
け
る
運
動
機
能
の
実
装
と
制
御
と
い
う
課
題

で
あ
り
、
将
来
的
に
は
、
望
み
の
場
所
へ
の
薬

剤
送
達
等
へ
の
応
用
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ブ

ラ
ウ
ン
運
動
や
粘
性
が
支
配
す
る
世
界
で
、
ど

の
よ
う
な
分
子
を
設
計
す
れ
ば
思
い
通
り
の
動

き
を
実
現
で
き
る
の
か
、
試
行
錯
誤
が
求
め
ら

れ
ま
す
が
、
鳥
の
よ
う
に
飛
ぶ
こ
と
を
願
っ
て

プ
ロ
ペ
ラ
や
羽
ば
た
か
な
い
翼
が
生
み
出
さ
れ

た
よ
う
に
、
何
か
新
し
い
学
理
に
つ
な
げ
ら
れ

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
学
で
は
、
研
究
や
教
育
を
通
し
て
次
世
代

の
人
材
の
育
成
に
も
関
わ
る
機
会
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
至
ら
ぬ
点
も
多
い
か
と
思
い
ま

助
教
着
任
挨
拶

特
任
助
教
着
任
挨
拶
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助教着任挨拶

機械機能創成専攻　助教
NGUYEN　TUOI

Dear Alumni,
First of all, I would like to extend my warmest greetings to all members of the alumni asso-

ciation!
My name is Tuoi and I would like to introduce myself to you all. I started my job as an As-

sistant Professor at Ono/Toda Laboratory, Department of Mechanical Systems Engineering 
from 1st Apr 2022. 

I received my B.S. degree in Physics and Electronics at National University Ho Chi Minh 
City, Viet Nam. Then, I obtained the master degree in Information Science at Yamagata Uni-
versity, Japan and got the doctoral degree in Mechanical Systems Engineering at Tohoku Uni-
versity.

During my PhD course, I successfully demonstrate a self-powered wireless IoT sensing system driven by daily am-
bient temperature energy harvesting. The thermal energy from daily ambient temperature variations is converted 
into electricity as an electrical power source for miniature systems.  Our proposal shows the ability to harvest ther-
mal energy into electrical energy from anytime and anywhere, which is based on the daily ambient temperature 
changes. 

It is a great honor and pleasure for me to be involved as an Assistant Professor of Tohoku University. In this new 
role, I plan to dedicate my time to improve my scientific knowledge and research skills as well as contribute for ed-
ucation activities. I am looking forward to putting my skills to good work!

Last but not least, I would like to wish you and your loved ones good health and safety during this pandemic!

助
教
着
任
挨
拶
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情
報
科
学
研
究
科
情
報
基
礎
科
学
専
攻 

山
本
／
古
澤
研
究
室

博
士
過
程
前
期
1
年

富
田　
謙
衡

こ
の
度
、
東
北
大
学
機
械
系
同
窓
会
学
生
会

員
と
な
り
ま
し
た
、
東
北
大
学
大
学
院
修
士
1

年
の
富
田
謙
衡
と
申
し
ま
す
。
情
報
科
学
研
究

科
情
報
基
礎
科
学
専
攻
、
山
本
・
古
澤
研
究
室

に
所
属
し
て
お
り
ま
す
。

機
械
系
同
窓
会
に
は
工
明
会
運
動
会
や
機
械

系
オ
ー
プ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
、
学
生
生

活
の
随
所
で
多
大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
大

変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、青
葉
山
東
キ
ャ

ン
パ
ス
の
青
葉
記
念
会
館
に
は
機
械
系
同
窓
会

よ
り
寄
贈
さ
れ
た
ピ
ア
ノ
が
あ
り
、
授
業
や
研

航
空
宇
宙
工
学
専
攻 

吉
田
／
桒
原
研
究
室

博
士
課
程
前
期
2
年

竹
花　
佳
祐

機
械
系
2
0
2
4
年
卒
業
予
定
、
航
空
宇
宙

工
学
専
攻
の
同
窓
会
代
表
学
生
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
、
博
士
課
程
前
期
2
年
の
竹
花
佳
祐
と

申
し
ま
す
。
偉
大
な
先
輩
方
が
多
く
在
籍
す
る

同
窓
会
の
一
員
と
な
れ
、
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。

私
は
生
ま
れ
故
郷
で
あ
る
青
森
県
で
18
年
間

過
ご
し
た
後
、
2
0
1
8
年
に
、
本
学
工
学
部

機
械
知
能
航
空
工
学
科
に
入
学
い
た
し
ま
し

た
。
慣
れ
な
い
一
人
暮
ら
し
か
ら
始
ま
っ
た
大

学
生
活
で
す
が
、
は
や
5
年
も
経
っ
た
こ
と
、

時
の
流
れ
の
早
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
私
は

高
校
時
代
か
ら
、
機
械
工
学
、
特
に
航
空
宇
宙

業
界
で
活
躍
す
る
機
械
シ
ス
テ
ム
に
興
味
を

持
っ
て
お
り
ま
し
た
。
学
部
生
の
時
に
は
、サ
ー

ク
ル
活
動
等
の
楽
し
い
大
学
生
活
を
営
め
た
一

方
で
、
理
想
の
研
究
生
活
を
送
る
た
め
、
友
人

と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
学
業
に
も
熱
心
に
励

ん
で
い
ま
し
た
。
学
部
3
年
次
に
は
、
第
一
希

望
で
あ
っ
た
、
宇
宙
探
査
工
学
分
野
、
吉
田
・

桒
原
研
究
室
に
配
属
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
現
在
に

至
る
ま
で
研
究
活
動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

私
の
研
究
は
、
月
面
で
の
、
人
間
が
作
業
す

る
に
は
過
酷
で
困
難
な
場
所
を
探
査
す
る
た
め

代
表
学
生
会
員
の
紹
介

代
表
学
生
会
員
の
紹
介

代
表
学
生
会
員
の
紹
介

の
、
車
輪
型
移
動
ロ
ボ
ッ
ト
の
研
究
開
発
で
す
。

月
面
環
境
に
近
い
、
パ
ウ
ダ
ー
状
の
砂
に
覆
わ

れ
た
実
験
設
備
を
用
い
て
、
実
験
的
に
ロ
ボ
ッ

ト
の
走
行
力
学
性
能
を
評
価
し
て
い
ま
す
。
月

探
査
ミ
ッ
シ
ョ
ン
開
発
の
手
助
け
に
な
る
べ

く
、
日
々
奮
闘
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
研
究
に
励
み
、
社

会
に
貢
献
で
き
る
研
究
者
を
目
指
す
と
と
も

に
、
同
窓
会
活
動
を
盛
り
上
げ
て
い
け
る
よ
う

努
め
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、
ご
指
導
ご
鞭
撻

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

機
械
機
能
創
成
専
攻 

小
野
／
戸
田
研
究
室

博
士
課
程
前
期
1
年

酒
井　
章
照

こ
の
度
機
械
系
同
窓
会
の
代
表
学
生
会
員
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
、
機
械
機
能
創
成
専
攻
小

野
／
戸
田
研
究
室
の
酒
井
と
申
し
ま
す
。
同
窓

会
誌
に
て
ご
挨
拶
の
機
会
を
い
た
だ
き
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

弊
大
学
の
機
械
系
は
近
年
の
学
科
の
改
組
や

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
に
伴
い
学
生

間
、
研
究
室
間
の
交
流
が
急
速
に
途
絶
え
つ
つ

あ
り
ま
す
。
今
年
度
か
ら
新
設
さ
れ
ま
し
た
代

表
学
生
会
員
は
こ
う
し
た
交
流
を
復
活
さ
せ
、

学
年
全
員
に
連
絡
が
取
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
、
オ
ー
プ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
運

営
な
ど
を
通
じ
て
機
械
系
全
体
の
繋
が
り
を
作

る
た
め
に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
こ
の
活
動
を
通
じ
て

機
械
機
能
創
成
専
攻
を
は
じ
め
と
し
た
機
械
系

の
学
生
、
O
B
・
Ｏ
Ｇ
の
皆
様
の
交
流
の
一
助

と
な
れ
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

代
表
学
生
会
員
の
紹
介
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月
～
平
成
21
年
3
月
に
東
北
大
学
大
学
院
工
学

研
究
科
附
属
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
科
学
国
際
研
究

セ
ン
タ
ー
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

橋
田
先
生
は
、
地
殻
深
部
か
ら
の
半
永
久
抽

熱
を
志
向
し
た
持
続
可
能
な
地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
な
ら
び
に
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
循
環
の
実
現

に
向
け
た
研
究
を
推
進
さ
れ
、
自
然
界
の
複
雑

系
に
対
し
て
の
破
壊
な
ら
び
に
熱
流
体
制
御
に

関
す
る
新
し
い
学
術
基
盤
を
構
築
さ
れ
ま
し

た
。橋

田
先
生
の
大
き
な
業
績
の
一
つ
と
し
て
岩

石
の
破
壊
挙
動
は
き
裂
先
端
に
お
け
る
破
壊
プ

ロ
セ
ス
ゾ
ー
ン
の
形
成
に
起
因
し
て
い
る
こ
と

を
示
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
非
線
形
破
壊
力
学
に
基
づ
く
試
験
片
寸
法

や
形
状
に
依
存
し
な
い
有
効
な
破
壊
靭
性
評
価

法
を
提
案
す
る
こ
と
に
成
功
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
成
果
は
、International Society for 

Rock M
echanics

推
奨
の
標
準
破
壊
靭
性
試

験
法
に
も
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
橋
田

先
生
の
研
究
は
破
壊
力
学
に
と
ど
ま
ら
ず
、
流

体
力
学
分
野
に
も
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
能
動
的

に
深
部
岩
体
に
導
入
し
た
複
雑
な
き
裂
分
布
に

よ
り
、
流
体
・
熱
移
動
は
中
長
期
的
に
大
き
く

変
化
し
ま
す
。
実
験
的
に
極
め
て
難
し
い
地
下

の
内
部
構
造
の
推
定
や
寿
命
予
測
を
高
精
度
に

行
う
た
め
に
、
非
整
数
階
微
分
を
用
い
た
複
雑

き
裂
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
流
体
・
熱
移
動
の
数

理
モ
デ
ル
の
開
発
に
世
界
に
先
駆
け
て
成
功
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
破
壊
力
学
を
学
問

の
中
心
軸
に
据
え
な
が
ら
、
流
体
・
熱
移
動
も

含
め
た
深
部
岩
体
の
複
雑
系
力
学
挙
動
解
明
に

向
け
た
研
究
を
進
め
ら
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

加
え
て
橋
田
先
生
は
こ
れ
ま
で
取
り
組
ま
れ
た

自
然
界
に
存
在
す
る
複
雑
系
問
題
を
人
工
物
へ

転
換
・
応
用
さ
れ
ま
し
た
。
有
人
宇
宙
往
復
機

の
た
め
の
C/C
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
開
発
、
廃
ガ
ラ
ス

や
廃
コ
ン
ク
リ
ー
ト
経
年
材
料
とC
O
2

を
組

み
合
わ
せ
た
全
く
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
の
材
料

開
発
、
ハ
イ
ド
ロ
キ
シ
ア
パ
タ
イ
ト
の
水
熱
合

成
、
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
複
合
材
料
や

S
i
系
材
料
の
新
材
料
開
発
、
熱
遮
蔽
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
（
T
B
C
）、 

固
体
酸
化
物
燃
料
電

池
（
S
O
F
C
）、
全
固
体
電
池
、C

O
2

地
下

貯
留
（
C
C
S
）、
放
射
性
廃
棄
物
地
下
貯
蔵

等
の
信
頼
性
・
耐
久
性
に
関
す
る
研
究
等
で
す
。

極
め
て
広
範
な
分
野
を
網
羅
で
き
る
学
術
基
盤

を
構
築
さ
れ
、
ま
た
、
熱
心
な
教
育
と
研
究
指

導
に
よ
り
多
く
の
研
究
者
お
よ
び
技
術
者
を
養

成
さ
れ
ま
し
た
。
卒
業
生
は
様
々
な
分
野
で
活

躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

橋
田
先
生
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
業
績
に
よ

り
、
米
国
材
料
試
験
協
会
最
優
秀
論
文
賞
や
米

国
地
熱
学
会 

最
優
秀
論
文
賞
（
平
成
13
年
）

を
は
じ
め
多
く
の
国
際
的
な
論
文
賞
な
ど
を
受

賞
さ
れ
、
ま
た
、
日
本
機
械
学
会
フ
ェ
ロ
ー
の

称
号
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
上
述
の
研
究
・
教

育
活
動
以
外
に
社
会
活
動
の
一
環
で
、
平
成
20

年
よ
り
継
続
し
て
日
本
フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク

ス
協
会
に
お
け
る
委
員
と
し
て
、
各
種
試
験
法

の
国
際
規
格
化
に
向
け
た
活
動
に
貢
献
し
て
お

ら
れ
ま
す
。

な
お
、
最
終
講
義
は
令
和
5
年
2
月
24
日

（
金
）
に
行
わ
れ
ま
す
。
今
年
度
は
機
械
系
第

1
講
義
室
で
の
対
面
の
最
終
講
義
とTeam

s

を
使
っ
た
同
時
配
信
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
形

式
が
現
時
点
で
は
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
橋

田
先
生
の
ご
研
究
の
集
大
成
と
な
る
貴
重
な
ご

講
演
と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

機
械
機
能
創
成
専
攻　
准
教
授

佐
藤　
一
永

令
和
5
年
3
月
末
を
も
っ
て
、
機
械
機
能
創

成
専
攻（
先
端
材
料
強
度
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
）

の
橋
田
俊
之
先
生
が
定
年
退
職
を
迎
え
ら
れ
ま

す
。橋

田
先
生
は
、
昭
和
55
年
3
月
に
東
北
大
学

工
学
部
機
械
工
学
科
を
卒
業
さ
れ
、
昭
和
60
年

3
月
に
同
大
学
院
工
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期

3
年
の
課
程
を
修
了
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

同
年
4
月
に
同
大
学
工
学
部
助
手
に
着
任
さ
れ

ま
し
た
。
昭
和
61
年
に
は
航
空
宇
宙
技
術
研
究

所
、
平
成
3
年
に
は
米
国
ミ
シ
ガ
ン
大
学
に
て

客
員
研
究
員
を
務
め
ら
れ
、
平
成
元
年
、
同
大

講
師
、
平
成
3
年
に
同
大
助
教
授
を
経
て
、
平

成
10
年
に
東
北
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
教
授

に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
平
成
17
年
8

橋
田
俊
之
教
授
最
終
講
義

究
の
合
間
に
演
奏
さ
れ
る
学
生
や
職
員
の
方
も

多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
私

事
で
す
が
、
以
前
ピ
ア
ノ
を
習
っ
て
お
り
、
青

葉
記
念
会
館
の
ピ
ア
ノ
の
存
在
を
知
っ
て
か
ら

時
々
弾
き
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
先
日
、
青
葉

記
念
会
館
に
お
い
て
行
わ
れ
た
第
14
回
青
葉
山

コ
ン
サ
ー
ト
に
初
め
て
出
演
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
生
の
音

楽
に
触
れ
る
機
会
が
少
な
い
中
で
、
お
越
し
い

た
だ
い
た
皆
様
の
気
分
転
換
の
場
と
な
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
い
た
だ

け
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

日
頃
よ
り
ご
支
援
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
機

械
系
同
窓
会
の
活
動
の
お
役
に
立
て
ま
す
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

代
表
学
生
会
員
の
紹
介

橋
田
俊
之
教
授
最
終
講
義
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総
会
・
特
別
講
演
会
の
ご
案
内
予
告

第 27期（令和 4年度）東北大学機械系同窓会通常総会・特別講演会のご案内

拝　啓
　新春の候、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。
　東北大学機械系同窓会の活動に対しては日頃よりご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
　この度 第 27期（令和 4年度）通常総会ならびに特別講演会を下記要領にて開催（予定）い
たしますので、皆様お誘い合わせの上ご参加下さいますよう御案内申し上げます。
　なお、COVID-19 の状況により予定を変更する場合がございますので、予めご了承ください。
� 敬　具

記
日　時 : 2023 年 5 月 13 日（土）
会　場 : 東北大学工学部中央棟 2 階大会議室
　　　　（青葉山東キャンパス センタースクエア内）
　　　　〒 980-8579　宮城県仙台市青葉区荒巻字青葉 6-6-04
次　第 :（通常総会はWeb審議とさせていただきます。）
　　　　14 : 00-15 : 00　特別講演会（�対面・オンラインハイブリットを予定）
　　　　　　題　目 : 企業経験を活かした大学運営とは（講演要旨裏ページ）
　　　　　　講　師 : 小林　淳一 氏（機械 46年卒）
　　　　　　　　 　　秋田県立大学　理事長兼学長、元（株）日立製作所

　　　　�（大学においては未だ懇親会の開催が許可されていませんが、特別
講演会終了後に中央棟 1階食堂スペースで各自ご歓談いただける
場所を確保する予定です。）

特別講演会 （14 : 00-15 : 00）
「企業経験を活かした大学運営とは」
　　　講師 : 小林　淳一 氏（機械 46年卒）
　　　 秋田県立大学　理事長兼学長、元（株）日立製作所

　企業の研究開発部門で約 30年間働き、秋田県立大学に赴任しました。大学では、4年間教
授として教育研究に携わり、その後教育担当理事兼副学長、理事長兼学長を務めてまいりまし
た。企業内での社員教育と大学での学生教育の違い、そして組織、決定プロセス、スピード感
等の違い、また大学を取り巻く環境の大きな変化を感じながら大学運営を行ってきました。講
演では企業経験を活かした大学運営の一端を紹介し、何かのヒントになれば幸いです。

※　出欠の連絡を同封の葉書にて、2023 年 3 月 31 日（金）までにご返信下さい。

仙台駅から会場へのアクセスは、
同封の第 27期（令和 4年度）東北大学
機械系同窓会通常総会・特別講演会の‌
ご案内をご覧ください。
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28 号の表紙　青葉山新キャンパス（写真提供 : 東北大学）

■同窓会事務局
月・金　9:30～17:30　水　9:30～16:30
Tel/FAX : 022-795-6926
E-mail : alumni.mech@grp.tohoku.ac.jp

編集後記
　同窓会ニュース 28 号をお送りします。今年度から機械系同窓会学内幹事として同窓会
ニュースを担当することになりました。編集を進める中で、本同窓会の活動内容はもちろん、
新任の先生のご挨拶や在学の先生方、学生の動向、退職される先生の最終講義の情報など、
機械系の一年間をギュッと凝縮した非常に魅力的な内容だと改めて感じました。皆様もぜひ
ご一読いただき、機械系を “味わって” 頂ければと思います。最後になりましたが、原稿執筆
にご協力いただきました皆様に厚く御礼申し上げます。（水谷 正義）

会費納入方法
■　郵便局（ATM）での会費納入
　同封のバーコード無の払込取扱票を使用ください。年会費（複数年）及び総会参加費の納
入が可能です。
■　コンビニエンスストアでの会費納入
　年会費 1年分のみには、バーコード付きの払込取扱票を用いてコンビニエンスストアにて
ご納入ください。なお、記載されている金額の修正をされますとコンビニエンスストアでの
取り扱いがきませんのでご注意ください。
■　オンラインでの会費納入　
　下記の同窓会ホームページより、クレジットカードによる会費納入が可能です。

　　　　　　　　　　 東北大学機械系同窓会ホームページ　
　　　　　　　　　　 https://alumni.mech.tohoku.ac.jp/　 

■　ネットバンキングでの会費納入
　ゆうちょ銀行や他行からのネットバンキングにおいて下記口座より、会費納入が可能です。
誠に申し訳ありませんが振込手数料はご負担いただきたくよろしくお願いいたします。
　ゆうちょ銀行　229店　当座 0011176

　皆様からご納入いただきました会費は、下記の同窓会活動に役立てております。
　●総会、各種講演会の開催
　●同窓会誌の発行（年 1回）、ニュースの発行（年 1回）と送付
　●同期会開催の支援、研究室見学の支援
　●在学生への各種支援
　●在学生との交流促進
　今後とも、会費納入にご協力くださいますようお願いいたします。

◎ニュースの原稿を募集しています。
　同期会報告がございましたら、ぜひともご投稿くださ
い。400 字詰め原稿用紙約 1～ 2枚程度、記念写真
一葉と一緒に郵送ください。電子データ（メール、CD
等）でお送り頂けると助かります。
　（送り先）〒980-8579　
　仙台市青葉区荒巻字青葉 6-6-01
　東北大学工学部　機械知能・航空工学科内
　東北大学機械系同窓会事務局 
　Tel/Fax 022-795-6926
　E-mail : alumni.mech@grp.tohoku.ac.jp

◎	住所変更の場合、新住所をお知らせ下さい。
◎	同期会の開催を支援します
　同期会等の開催を支援致します。開催計画がお決まり
になりましたら機械系同窓会事務局までご相談下さい。

　研究室見学をご希望、ご案内状の送付等できる限りの
お手伝いをいたします。

◎	機械系同窓会の会員数・・・現在 10,199 名
　年会費・・・・・・・・・・2,000 円
　事務局業務日時 :
　月・金 9:30 ～ 17:30、水 9:30 ～ 16:30
　FAX・メールは随時受け付け可能です。

事 務 局 便 り

学生支援に 
関するご報告

機械系同窓会では、現役
学生に対し以下の支援を
行っております。
・�工明会運動会における機
械系学生

・�機械系女子学生交流会
・�大学院生主催謝恩祝賀会
・�機械系卒業生との交流会
として機械系オープン
フェスティバルを開催
この場をお借りし、現役

学生に対する多大なるご支
援に対し会員の皆様に厚く
御礼申し上げます。

事
務
局
便
り
／
会
費
納
入
に
つ
い
て

学
生
支
援
に
関
す
る
ご
報
告
／
編
集
後
記


